いわ て 未来 づく り 機 構 
平成 27 年 度 総会 ・ 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 27 年 7 月 9 日 ( 木 ) 
総 会 15:00 て 16:15 
ラウ ンド テー ブル 16 : 20~17:40 
会 場 : エス ポワール いわ て 大 ホー ル 


次 第 
総会 (第 1 部 ) 15:00~15:30 
1 開会 
2 共同 代表 挨拶 
3 議 


(1) 議案 第 1 号 平成 26 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 
(2) 議案 第 2 号 平成 27 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
(3) その 他 

4 その 他 

5 閉会 


総会 (第 2 部 ) 15:30<16:15 


講演 「1I LC と 地方 創 生 」 
講師 岩手 県 立 大 学長 鈴木 厚 人 氏 


ラウ ンド テー ブル 16:20<17:40 
] 
2 


(1) ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 に つい て 
(2) デ ィ ス カッ ショ ン  「 地 方 創 生 」 
3 闭会 


会 員 交 流 会 17:45 こ 19:00 (会 場 : 3F 特別 ホー ル ) 


出席 者 

【 ラ ウン ド テ ー ブ ル テー ブル メン バー】 

氏 名 所 属 ・ 職 名 
谷村 邦久 ”| [欠席 ] 岩手 県 商工 会 識 所 連合 会 長 、 な みちのく コカ ・ コ ー ラ ボトリング (株 ) 会 长 






























































(鈴木 厚 人 ) | 岩手 県 立 大 学長 

















高橋 真 裕 (一 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 、( 株 ) 岩 手 銀行 代表 取締 役 会 長 





























米谷 春夫 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 、( 株 ) マ イヤ 代表 取締 役 社長 























渕 明 岩手 大 学長 



































大 
達 増 拓也 岩手 県 知事 
































【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 名 所 属 職名 
岩田 圭司 | 岩手 銀行 常務 取締 役 【 企 画 委員 長 】 
廣田 淳 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 


















































菅原 悦子 岩手 大 学 理事 (地域 連携 ・ 男 女 共同 参画 担当 ) 、 副 学長 























大 平 商 岩手 県 政策 地域 部 長 

















【 作 業 部 会 座長 】 





氏 名 所 属 ・ 職 名 




















藤代 博之 | 産業 復興 作業 部 会 座長 岩手 大 学 工学 部 教授 


























小川 発 子 | 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 教授 























森 達也 | か け 橋 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 推進 室 調整 臣 


林 























过 
川村 勝浩 | 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 座長 岩手 銀行 執行 役員 地域 サポ ー ト 部 長 





















































栗林 徹 | 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 


























大 友 宏司 | いわ て 復興 未来 誤 作 業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局長 














平成 26 年 度 いわ て 未来 づく り 機構 実績 報告 ( 案 ) 


「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 の 設立 7 年 度目 で ある 平成 26 年 度 に お いて は 、 機 構 の 第 
2 フェーズ (東日本 大 震 炎 津波 以降 ) で 復興 を 加速 する 年 と 位置 付け 、 成 果 と 実績 を 
あげ る こと に 重点 を 置い て 作業 部 会 活動 を は じ め と し た 各種 活動 を 展開 し た 。 
































事 業 内 容 
(1) 総会 の 開催 

開催 日 : 平成 26 年 7 月 4 日 ( 金 ) 

場 所 : ホテ ル 東 日 本 盛岡 

内 容 :① 平成 25 年 度 実績 報告 ( 案 ) 及び 平成 26 年 度 活動 計画 ( 案 ) 

② クロ スト ー ク 「 カ ー リ ング と 地域 づく り 」 

苫米地 美知子 選手 X 浪 岡 正行 岩手 県 カー リン グ 協 会 会 
参加 者 : 約 90 名 


















































(2) ラウ ンド テー ブル の 開催 
① 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 26 年 7 月 4 日 ( 金 ) 
場 所 : ホテ ル 東 日 本 盛岡 
内 容 : ア ラウ ンド テー ブル メン バー の 変 東 
イ 共同 代表 の 互選 
ウ ディ イス カッシ ョ ン 「 国 体 ・ 大 会 と 希望 卿 いわ て 」 
参加 者 : 約 90 名 
② 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 26 年 11 月 2 日 (日) 
場所: エス ポワール いわ て 
内 容 : 了 「 食 べ よ う ! いわ て の 美味 し い お 米 。」 監 急 宣言 に つい て 
イ ディ スカ ッ シ ョ ン 「 人 口 減 少 問題 に つい て 」 
参加 者 : 約 50 名 
③ 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 27 年 3 月 14 日 ( 土 ) 
場所: ホテ ル メ トロ ポリ タン 盛岡 ニュ ー ウ ィング 
内 容 : ア ラウ ンド テー ブル メン バー の 変更 
イ いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 設置 に つい て 
ウ 機構 の 平成 26 年 度 の 活動 実績 等 に つい て 
エ 人 日間 題 に 関す る 報告 に つい て 
参加 者 : 約 40 名 
















































































(3) 企画 委員 会 の 開催 
活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 4 回 開催 し た 。 
1 








(4) 作業 部 会 の 開催 







































































































































































新た に 、 い わ て 復興 未来 塾 作業 部 会 を 設置 し 、 震 災 復 興 に 向け た 機構 の 取組 を 
強化 し た 。 
部 会 名 (担当 機関 ) 平成 26 の 主 な 活動 実績 ・ 成 果 
産業 復興 作業 部 会 | ・INS コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 、 産業 支援 機関 等 と の 意見 交換 
【 岩 手 大 学 】 . 他 具 コ ー デ ィ ネ ー タ の 活動 等 情 収集 等 
・ セ ミナ ー「 地 域 創 生 に 資す る コー ディ ネー タ と は 」 の 開催 
医療 福祉 連携 作業 | ・ 復 興 庁 「 新 し い 東 北 」 先 導 モ デル 事業 及び 岩手 県 立 大 学 復 
部 会 興 加速 化 プ ロジ ェクト に よる 包括 的 見 守り を 行う た め の ポ ボー 
岩手 県 立 大 学 タル サイ ト の 構築 と 実証 実験 の 実施 (釜石 、 大 横 ) 
果報 告 、 普 及 に 向け た 取組 の 実施 
か け 橋 作業 部 会 ・ 復 興 支 援 プ ロジ ェクト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 に よる 取 
【 岩 手 県 】 組 の 実施 (復興 支援 マッ チン グ 396 箇所 、 復 興 関連 情報 の 
発信 (サイ ト 等 閲覧 数 196,339 回 ) 、 交流 会 10 回 ) 
東北 未来 創造 イモ シア | ・ 人 材 育成 道場 (未来 創 造 熱 」 の 第 2 2 期 開講 
ティ ブ 作業 部 会 ・ 卒 享 生 は 第 1 期 、 第 2 期 で 計 43 名 募 ! 
【 岩 手 銀 行 】 








復興 教育 作業 部 会 |・ 復 興 教育 支援 の た め の 講 前 
【 岩 手 大 学 】 業 」 の 実施 (12 件 の 講義 
・ 事 業 参画 機関 の 拡大 (6 機関 ー20 機 関 ) 








5 派遣 事業 「 い わ て の 師 了 匠 派遣 事 
派遣 ・ プ ログ ラム 提供 ) 








いわ て 復興 未来 塾 | H26 年 度 新規 設置 
作业 部 会 
【 岩 手 県 























※ 詳細 は 別 添 資 料 の と お り 。 


笠 


(5) その 他 


① いわ て 復興 未来 作 業 部 会 設置 の キッ クオ フイ ベン ト と し て 、「 い わ て 復興 未来 
フォ ー ラ ム 」 を 開催 し た (平成 27 年 3 月 14 日 、 参 加 者 約 100 名 ) 











② 「 機 構 だ より 」 の 発行 (3 回)、 各 種 フ ォ ー 


知 協力 等 の 事業 を 展開 し た 。 








ラウ ンド テー ブル メン バー の 退任 




















(1 ) 堺 茂樹 岩手 大 学長 (当時 ) が 平成 26 年 11 











(当時 ) が 退任 され た 。 





月 に ご 逝去 され た 。 
(2) 第 3 回 ラウ ンド テー ブル (平成 27 年 3 月 ) を も っ て 、 中 村 慶 久 岩手 





ラム や セミ ナー 等 に 係る 


後援 及び 周 














県 立 大 学長 


平成 27 年 度 い わ て 未来 づく り 機 構 活動 計画 ( 案 ) 


活動 方 針 


1 本 機構 の 第 2 フェ ー ズ (東日本 大 震 災 発 災 以 降 #) と し て 、 県 民 運 動 


と 部 会 活動 等 に 取り 組み 、 成 果 を あげ る こと で 、 復 興 と その 先 に ある 
希望 卿 いわ て の 実現 を 図る 。 


2 本 機構 の 活動 内 容 の 周知 を 図る た め 、 引 き 続 き 、 積 極 的 な 情報 発信 
を 行う 。 


1 県 民 運 動 の 推進 






































東日本 大 震 災 津波 か ら の 本 格 復 興 と 、 希 望 卿 いわ て を 実現 する た め に 、 本 機構 
守 員 及び 県 民 が 一 体 と な っ て 、 県 民 運 動 に 取り 組む 。 





県 民 運 動 


主 な 取組 





大 会 の 開催 に 係る 協力 


2016 希望 卿 いわ て 国体 ・ 


・ 各 種 媒体 を 活用 し た 周知 ・PR 
・ 花 いっ ぱい 運動 や クリ ー ン アッ プ 運 動 な ど へ の 参加 





・ ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 掘り 起 し 








I LC 実現 に 向け た 取組 

















・ILC の 理解 増進 











・ 加 速 器 を は じ め と し た 関連 産業 の 産業 化 、 参 入 の 検討 
・ 関 係 各所 に 対す る 日 本 誘致 に 係る 働き か け 





台湾 と の 定期 便 の 就航 





・ 総 会 や 印刷 物 等 で の 周知 ・PR 
・ 積 極 的 な 利用 ( 


币 贤 ) 

















「 平 泉 世界 遺産 の 日 」 
(6/29) に 関す る 取組 














平泉 に 関す る イベ ント や 講座 等 の 開催 ・ 参 加 


























※ 運動 項目 に つい て は 、 平 成 




















2 各 作 業 部 会 の 活動 














26 年 度 第 3 回 の ラウ ンド テー ブル に お いて 審議 。 








各 作 業 部 会 は 、 い わ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 活動 を 行い 、 そ の 成果 を ラ 


ウン ド テ ー ブ ル 、 会 員 及 び 県 民 に フ 








ィ ー ド バッ ク す る 。 







































































部 会 名 【 担 当 機 関 】 平成 27 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
産業 復興 作業 部 会 沿岸 企業 ・ 産 業 の 復興 支援 
【 岩 手 大 学 】 ・ コ ー デ ィ ネ ー タ 活動 に 関す る 調査 ・ 分 析 
・ コ ー デ ィ ネ ー タ の あり 方 に 関す る 提言 の 取り まとめ 
医療 福祉 連携 作業 部 会 | 地域 包括 ケア に 資す る 見 守り 体制 づく り 
【 岩 手 県 立 大 学 】 ・ 外 部 資金 を 獲得 し モデ ル 体 制 の 実証 実験 


・ 普及 活 動 と ネッ トワ ー ク 形成 





か け 橋 作業 部 会 
【 岩 手 県 】 














復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング の 推進 
・ 復 興 関 連 情 報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 

























































































部 会 名 【 担 当 機関 】 平成 27 年 度 の 主 な 活動 計画 ・ 目 標 等 
東北 未来 創造 イニ シア ティ | 人 材 育 成 (地域 リー ダー の 養成 ) 
ブ 作 業 部 会 ・ 第 3 期 未 来 創造 塾 の 開講 
【 岩 手 銀行 】 ・ 第 1 期 及 び 第 2 期末 来 創造 塾生 に 対す る 継続 支援 
復興 教育 作業 部 会 「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム の 推進 支援 
【 岩 手 大 学 】 ・ 復 興 教育 の 講師 を 派遣 する 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事 
業 の 推進 
いわ て 復興 未来 熟 作 業 部 会 |「 い わ て 復興 未来 塾 」 の 開催 
【 岩 手 県 】 ・ 復 興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か ら 、 い わ て 復 
興 未 来 塾 を 開催 
3 情報 発信 














活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積 極 的 に 情報 発信 を 行う 。 


ここ ご こと ここ ここ ここ ご きこ ここ ピー ここ ニニ ここ ニニ ニニ ニニ ご ニニ ここ ニニ ここ に ここ ここ 三 こ ニニ ここ ここ ニニ ここ ここ ニニ ご ここ ここ ニコ ここ ニニ 


会 員 団体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 ! 

「 の 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向け 情報 提供 (随時 ) ' 
， @ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 
④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 ( 






























































主 な スケ ジュ ー ル 概 要 ( 案 ) 

・ 平 成 26 年 度 実 績 報告 及び 平成 27 年 度 活動 計画 の 承認 
时 期 :7/9 15:00~16:15 |・ 基 調 講演 「ILC と 地方 創 生 」 

会 場 : エ スポ ワー ル い わ て 手 県 立 大 学長 鈴木 厚 人 氏 

議長 :( 共 同 代 表 ) 高 橋 代表 幹事 
進行 :( 岩 銀 ) 岩 田 常務 

第 1 回 ラウ ンド テー ブル ・ 新 メン バー 承認 

日 時 :7/9 16:20 て 17:40 | ・ 岩 手 県 人 口 ビ ジョ ン ( 仮 称 ) 素 算 
进行 :( 岩 大 ) 芝 原理 総合 戦略 (仮称 ) 骨 子 案 の 説明 
・ 地 方 劉生 に 係る 議論 













































































































































































・ 具 体 的 課題 に 係る 骨太 の 議論 
村 :10~11 月 * 部 会 活動 1 部 会 抽出 ) に 係る 議論 

: 岩 手 銀 行 ( 仮 ) ・ 活 動 内 容 の 確認 、 修 整 及び 追加 等 
了 :( 県 大 平 部 長 










































































第 3 回 ラウ ンド テー ブル ・ 活 動 内 容 の 確認 、 総 
日 时 :1 一 2 月 ・ 次 年 度 の 活 
会 場 : 県 庁 ( 仮 ) 

進行 :( 岩 銀 ) 岩 田 常 務 


























県 民 運 動 


目标 


いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 27 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 




















実現 に 向け て 取り 組む 


選手 の 競技 環境 を 整備 する こ 
と で 、 選 手 強 化 を 側面 か ら 支 
援 す る と と も に 、 

本 県 選手 の 活躍 に よる 県 民 へ 
の 勇気 と 活力 を 与え る きっ か 
け 作 り に 取り 組む 





| LC の 実現 に 向け た 
取組 


岩 災 か ら の 復興 を は じ め 、 

多 文化 共生 社会 や 産業 の イノ 
ベー ショ ン な ど 社 会 ・ 経 済 の 改 
革 に つなが る 

ILC の 実現 に 向け て 取り 組む 


























目指 す 姿 (最終 目標 ) H27 年 度 機構 の 取組 目標 
6 画 県 内 外 各 層 へ の 開催 趣旨 等 の 
・ 大 会 開催 に 係る 協力 
画 H28 「 県 民 総 参加 」 画 募 金 2 億 円 の 確保 
に よる 国体 ・ 大 会 の 
県 民 一 人 ひと り が それ ぞ れ の 実現 田 企 業 協賛 1.6 億 円 相当 の 確保 
立場 で 支え る 画 多 様 な 運動 に よる 盛り 上 が り 、 
県 民 総 参加 の 国民 体育 大 会 還 休 等 へ の 党 加 、 お も て な し の / 機運 の 豆 成 
国 障 害 者 スポ ー ツ 大 会 の 


画 ボ ラン ティ ア 参 加 者 の 掘り 起 し 





画 強 化 選手 約 30 名 の 県 内 企業 等 







へ の 就職 
画 競 技 力 向上 に 向け た 側面 支援 


田 競 技 力 の 向上 
希望 蚀 上 し 1 わ て 国体 


员 71 四 国民 外 大 全 広 け よう 感動 。 伝 えよ う 感謝 。 
Sim L1 わ て 大 会 


es 広げ よう 感動 。 伝 えよ う 感謝 。 


画 !LC 実 現に 向け 、 国内 外 へ の 
ILC の 概要 や 意義 の 浸透 


画 日 本 政府 の 誘致 表明 へ の 
働き か け 


一 外国 人 研究 者 と その 家族 等 の 
受入 環境 整備 の 促進 


田 加 速 器 関連 産業 の 支援 








画 ILC の 実現 


nternational linear collider 


、 男 隊 リニア コラ イダ ター を N 
:本 東北 に 








役割 分 担 
産 学 県 
@ 開 催 周 知 @ 開催 周知 @ 企 画 立案 、 連 絡 調整 
総会 等 で の PR、 印 刷 物 等 へ ポス ター 等 の 掲出 、 周 知 の た 9 
掲載 、 ポ スタ ー 等 の 掲出 な ど ) | め の HP や アプ リ 開発 支援 等 | 昌明 助人 梯 合 的 女 推进 上 属 阳 
5 運営 ボラ ンティア 
実行 委員 会 HP の リン ク 掲載 | 人 募金 活 動 へ の 協力 。 (0274 ご 283) 
@ 募 金 、 企 業 協賛 へ の 協力 Ce SS 
: 2 @ 花 いっ ぱい 、 クリ ー ン アッ プ 、 あ 
@ 花 いつ ぱい 、 クリ ー ン アッ プ 、 いさ つ 、 観 光 PR 等 の 県 民 運 動 
あい さ つ 、 観光 PR 等 の 県 民 運 へ の 参加 
動 へ の 参加 イメ ー ジ ソン グ ・ ダ ンス の 普及 
@ 関連 グッ ズ 開 発 の 奨励 協力 
@ 社員 等 に 対す る ボラ ンティア @ リ ハー サル 大 会 へ の 協力 ・ 応 援 
へ の 参加 勧奨 人 @ 学 生 等 に 対す る ボラ ンティア へ 
の 参加 勧奨 
@ 強 化 選 手 等 の 雇用 促進 @ ス ポ ボーン 医 科学 等 に 基づい た @ 就 職 支 援 の 実施 
@ 社 員 等 が 競技 に 取り 組む た め 球技 指導 面接 会 の 開催 、 企 業 等 へ の 
の サポ ー ト 体制 の 整備 @ 練 習 場 所 等 の 提供 働き 掛け 、 選 手 へ の 博 報 提供 
@ 選 手 強 化 の 支援 
補助 金 の 交付 な ど 
@ 強 化 選 手 等 の 雇用 促進 
© スポ ー ツ 特別 選考 の 実施 
9 企画 立案 、 連 絡 調整 (県 ) | 大 中 長期 的 な 展望 に 立ち 、 。 | 
@ 岩手 県 ILC 推 進 協議 会 に よる 検討 ( 産 ・ 学 ) | 今後 適切 な 役割 分 担 等 を 検討 。 | 
@ILC 実 現に 向け た 広範 な 検討 と 環境 整備 ( 産 ・ 学 ・ 県 ) = ニーーーーーーーーーーーーーーーー コ 
【产业 .经 济 面 】 ・ILC を は じ め と し た 加速 器 関連 産業 へ の 県 内 企業 参入 に 向け た 取組 


ILC を 契機 に 地域 資源 を 活用 し た 産業 振興 方 策 の 検討 


【 研 究 者 等 の 受入 】 ・ 外 国人 を は じ め と し た 研究 者 の 受入 環境 整備 (住宅 、 観 光 、 商 業 施設 、 医 療 な どの 検討 ) 


・ 外 国人 子弟 の 受入 に 向け た 教育 環境 の 検討 


【 国内 外 に 対す る 
アピ ー ル 】 ・ 日 本 誘致 へ の 働き 掛け ( 国 等 に 対す る 要望 等 の 実施 ) 
・ 国 内 外 に 向け た 情報 発信 
【 そ の 他 】 ・ILC に 参画 ・ 貢 献 す る グロ ー バ ル な 人 材 の 育成 


・ 地 質 調 査 や 視察 受入 等 の 実施 、 現 地 調 査 の 支援 
・ 必 要 と な る イン フラ 整備 の 検討 





いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 27 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 
















el 


役割 分 揚 















































目指 す 姿 ( 最 終 目標 ) | H27 年 度 機構 の 取組 目標 産 学 県 
台湾 と の 画定 期 チ ャ ー タ ー 便 @ 周 知 @ 研 究 活動 に お ける 積極 的 な | 人 航空 会 社 と の 連携 強化 
Sn (春季 5/12-6/26)O 利 用 促进 総会 等 で の PR、 印刷物 等 へ 利用 勧奨 トッ プ セ ー ル ス 、 就 航 支援 な ど 
定期 便 の 就航 掲載 な ど 
@ 留 学生 の 受入 、 台湾 の 学校 と | @ ア ウト バウ ンド 需要 の 創出 
国 径 济 . 文化 等 画定 期 便 の 就航 実現 @ 経済 ミッ ショ ン 等 研修 等 で の の 交流 の 拡大 ・ 促 進 パス ポー ト 取 得 キャ ン ペ ー ン 
和 人 積極 的 な 利用 台湾 と の 交流 事業 助成 、 隣 
交流 の 促進 @ 学 生 、 教員 、 職 員 に 対す る 利 県 等 か ら の バス 代 借 上 助成 、 
_- @JETRO な ど を 通じ た 台湾 と の 用 勧奨 修学 旅行 事前 視察 助成 な ど 
人 画定 期 便 の 就航 ビジ ネス 交流 の 発掘 育成 休暇 取得 の 奨励 な ど 区 
春季 定期 了 站” 夕 “便利 用 @ 社 員 等 に 対す る 利用 勧奨 情報 発信 、PR な ど 
促進 を 図る と と も に 、 定 期 便 化 休暇 取得 の 奨励 な ど 
の 実現 に 向け て 県 内 の 機運 職員 に 対す る 利用 勧奨 
醸成 に 取り 組む 由 台湾 休暇 取得 の 奨励 な ど 
LE Ed EE 1 -LE 
r .到 画 「 平 泉 世 界 遺 産 の 日 」 © イベ ント ・ 講 座 等 の 開催 や 出 | 公開 講座 等 の 開催 @ 世界 遺産 登録 5 周年 事業 に 向 
平泉 世界 遺産 の 日 」 を 契機 と し た 関連 事業 の 実施 席 けた 取組 
(6.29 ) に 関す る 取組 及び 参画 @ 調 査 研究 の 実施 [平泉 世界 遗产 登录 5 周年 事 








平泉 の 文化 遺産 に つい て 国 
内 外 の 人 々 の 理解 を 深め 、 
将来 の 世代 に 継承 し て いく と と 
も に 平泉 世界 遺産 を 活用 し た 
地域 の 振興 に 取り 組む 
































田平 泉 文化 遺産 の 
理解 促進 


画 将 来世 代 へ の 継承 


画 平 泉 文化 遺産 を 
活用 し た 地域 振興 





tg 


観光 容 へ の お も て な し 


平泉 を テー マ と し た 商品 開発 、 
旅行 企画 


人 @ 自 動車 ナン バー プレ ー ト 「 平 
泉 」 ナ ン バ ー の 取得 促進 





@ 拡張 登録 に 向け た 取組 の 支 
援 ・ 協 力 








業 推進 会 議 」 等 を 通じ た 事業 
検討 
介 「 平 泉 世界 遺産 の 日 制定 記念 
事業 の 展開 
歴史 、 環 境 他 専門 家 に よる 講 
條 パル ディ スベ カッ ショ ン 等 
の 開催 


Pa 理念 の 普及 

発 

各種 媒体 を 活用 し た 情報 発信 

文化 財 の 保護 、 平泉 文化 の 
研究 














人 拡張 登録 に 向け た 取組 の 実施 
人 @ 国内 ・ 海 外 の 観光 容 の 誘致 


人 関係 機関 の 連絡 調整 と イベ ン 
ト 等 の 情報 の 一 元 的 な 発信 





平成 27 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 
総会 資料 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 ( 案 ) 


産業 復興 作業 部 会 

医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 

東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 





いわ て 未来 づく り 機 構 産業 復興 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (27.7.9) 


テー マ : 産業 基盤 の 集積 と 強化 に つい て 
座長 : 藤代 博之 担当 機関 : 岩手 大 学 














報告 要旨 

本 部 会 で は 、 機 構 設立 当時 か ら 地 域 も の づく り 産 業 に 対し て 本 部 会 を 中 心 と する 地域 
産学 官 が 支援 すべ き 7 項 目 に つい て 順次 検討 を 行っ て きた が 、 そ の 中 で 懸案 事項 で あ 
っ た 企業 連携 や 産業 復興 に 不可 欠 な コー ディ ネー タ の 活動 の 在り 方 に つい て 、INS 
コー ディ ネー ト 研 究 会 や 産業 支援 機関 等 と の 意見 交換 、 他 県 コー ディ ネー タ の 活動 等 
の 情報 収集 を 通じ て 課題 を 明らか に する 調査 活動 を 行っ て きた 。 平成 27 年 度 は 、 こ の 
結果 と 平成 27 年 3 月 28 日 に 開催 し た いわ て 未来 づく り 機 構 セ ミナ ー「 地 域 創 生 に 資す 
る コー ディ ネー タ と は 」 の 内 容 を 踏ま え 、 関 係 機関 を 対象 と する アン ケー ト や ヒア リ 
ング を 基 に コー ディ ネー タ の ある べき 方 策 に つい て 提言 と し て 取り まとめ る こと と 

し て いる 。 : 











及 1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (7ZFhZyh ーー 
平成 26 年 4 月 3 日 主査 を 務め る 岩手 大 学 の 学内 組織 体制 の 改編 に より 、 座 長 を 
支え る 体制 の 確認 と 26 年 度 方 針 協議 を 実施 

平成 26 年 6 月 10 日 INS コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 (会 長 : 小山 康文 ( 公 財 ) いわ 
て 産業 振興 セン ター 事業 化 プ ロモ ー タ ー、 会 員 55 名 ) 幹事 会 と 
の 意見 交換 を 実施 

平成 26 年 11 月 7 日 山形 大 学 で 開催 され た 東北 地区 共同 研究 セン ター 連絡 協議 

会 に お いて 各 大 学 の コー ディ ネー タ の 雇用 状況 等 に つい て 






平成 26 年 12 月 10 日 INS コ ー デ ィ ネ ー ト 研究 会 に 参加 し 、 本 県 コー ディ ネー タ 
の さき が け で ある 丹野 和夫 氏 の 講演 や 地域 企業 と の 信頼 関係 
を 構築 し 、 持 続 的 な 活動 を 展開 し て いる 花巻 市 起業 化 支援 セン 
ター 佐藤 統括 コー ディ ネー タ の 報告 等 を 聴取 

平成 27 年 3 月 28 日 コー ディ ネー タ の 在り 方 に つい て 考え る セミ ナー を 開催 












コー ディ ネー タ の 問題 に つい | これ まで の 調査 活動 に より 次 の 課題 が 判明 
て 、 作 業 部 会 で の 議論 、 I N S (1) コー ディ ネー ト 活 動 を 実施 し て いる 人 材 の 職種 は 
コー ディ ネー ト 研 究 会 や 沿岸 地 | 様々 

域 で 活動 し て いる コー ディ ネー | 産業 連携 、 企 業 連携 、 産学 連携 、 起業 支援 、 復 興 
タ 、 産 業 支援 機関 等 と 意見 交換 | 支援 な ど に 携わる 多様 な 分 野 で コー ディ ネー ト す 
を 通じ て 課題 を 明らか に する と | る 人 材 が 活躍 し て お り 、 そ の 名 称 や コー ディ ネー タ 


1 





、 有 る べき 方 策 に つい て | の ほか 、 プ ロモ ー タ ー、 イン キュ ベー ショ ンマ ネー 
PD 1 ジャ vi マッ チッ ルグラン プー アド ON イー な と ど 
| 多様 
| (2) コー ディ ネー タ の 活動 は 特定 分 野 に 限定 され 、 そ 
| の 雇用 期間 も 総じて 短期 
| 県 内 で 活躍 し て いる コー ディ ネー ト 人 材 は 、 前 述 
| の 通り 多様 な 名 称 で 雇用 され て いる が 、 雇 用 財源 の 
| 殆ど は 国 の 財源 に 依存 し て お り 、 結 果 と し て 国 の 制 
| 度 の 改廃 に 雇用 も 左右 。 その た め 、 短期 の 雇用 が 殆 
| ど で あ り 、 そ の 活動 分 野 ・ 範 囲 も 国 の 制度 に より 制 
| 限 











に 3. 平成 7 年 度 の 活動 計画 _ 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

岩手 県 の 産業 振興 を 継続 的 に 遂行 する に は 、 産 官学 だ が コー ディ ネー タ に 関す る これ 
まで の 問題 点 を 理解 し 、 今 後 の コ ー デ ィ ネ ー タ の 在り 方 に つい て 共通 認識 を 持つ 必要 
が ある 。 こ れ ま で の 意見 交換 や 今後 の 調査 結果 等 を 踏ま えて 、 岩 手 県 の 産業 振興 コー 
ディ ネー タ の あり 方 に 関す る 提言 取り まとめ る 。 


2 ) 活動 計画 
雇用 元 や 現職 コー ディ ネー タ に 対し て 、 コ ー デ ィ ネ ー タ 活動 に 関す る アン ケー ト 
を 県 庁 政 策 地域 部 科学 ILC 推 進 室 に 協力 を 頂き 実施 し 、 現 状 で の 基礎 デー タ を ま と 
め る 。 


・ アン ケー ト 結 果 を 分 析 す る と と も に 、 部 会 を 開催 し て コー ディ ネー タ 等 へ の ヒア 
リン グ を 行い 、 課 題 を 洗い 出し ゃ 在り 方 に 関す る 意見 交換 を 行う 。 
これ ら を 踏ま えて 部 会 を 開催 し 、 提 言 方 針 を 協議 する 。 提 言 の 素案 を 本 年 1 1 月 
の ラウ ンド テー ブル まで に まとめ る 予定 で ある 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 セ ミナ ー 
「 地 域 創 生 に 資す る コー ディ ネー タ と は 」 


【日 時 】 平成 27 年 3 月 28 日 ( 土 ) 14 時 ~17 時 15 分 
[会 場 】 ホテ ル メ トロ ボリ タン 盛岡 本 館 4 階 「 岩 手 」 
【 参 集 者 】 県 外 (埼玉 県 、 宮 城 県 、 秋 田 県 ) か ら の 参加 者 を 含む 50 名 が 参加 
【 プ ログ ラム 】 
第 1 部 講演 14 時 ~16 時 
講演 1 コー ディ ネー タ と ネッ トワ ー ク 
公立 は こ だ て 未来 大 学 社会 連携 セン ター 長 
田 柳 恵美 子 氏 」 
田 柳 氏 は 、 ヨ ー ロ ッ パ と 日 本 の 産学 連携 活動 の 比較 、 産 学 
連携 、 地 域 連 携 、 社 会 連携 の 相違 等 に つい て 講演 
講演 2 コー ディ ネー タ 育 成 
山形 大 学 国際 事業 化 研究 セン ター 
一 セン ター 長 小野 浩幸 氏 
小野 氏 は 、 金 融 機関 の 行員 の コー ディ ネー タ と し て 育成 す 
る た め の 研 修 、 そ の 成果 等 に つい て 講演 
讲演 3 コー ディ ネー ト 活 動 
岩手 大 学研 究 推進 機構 特 任 教授 佐藤 利雄 氏 
佐藤 利雄 氏 は 、 長 年 に わた る コー ディ ネー ト 活 動 の 経験 を 』 
基 に 、 コ ー デ ィ ネ ー タ と し て の 必要 な スキ ル 、 心構え を 講 jl 
演 
講演 4 コー ディ ネー ト 活 動 組織 
花巻 市 起業 化 支援 セン ター 
統括 コー ディ ネー タ 佐藤 亮 氏 
佐藤 亮 氏 は 、 花 巻 市 起業 化 支援 セン ター の 笑 動か ら 、 コ ー 
ディ ネー タ を 活か す 組 織 の あり 方 に つい て 講演 








第 2 部 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 16 時 15 分 て 17 時 15 分 


テー マ " 地域 創 生 に 資す る コー ディ ネー ト 活 動 に は 何 が 必要 か 
パネ ラー 田 柳 氏 、 小 野 氏 、 佐 藤 利雄 氏 佐藤 亮 氏 





モデ レー ター 小野寺 純 治 (岩手 大 学 地域 連携 推進 機構 ) 





いわ て 未来 づく り 機構 医療 福祉 連携 作業 部 会 


実績 報告 ・ 活 動 計画 (27.7. 9 ) 


テー マ : 医療 と 福祉 連携 体制 の 整備 一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支援 型 コミ 
ュ ニ ティ づく り 





報告 要旨 

(1) 26 年 度 は 復興 庁 「 新 し い 東 北 」 先 導 モ デル 事業 、 岩 手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ ェクト に 
より 、 包 括 的 見 守り を する た め の 「 ポ ー タ ル サ イ ト 」 を 構築 し 、 釜 石 ・ 大 植 で 実証 実験 を 行っ 
た 。 

(2) その 1 フィ ー ル ド で ある 釜石 市 平田 地区 で は 、 米 国 通信 企業 クア ルコ ム 社 の 助成 を 受け 、 
福祉 施設 を 見 守り 拠点 と し 、 医 療 ・ 福 祉 ・ 生 活 支 援 の 重複 的 見 守り 体制 づく り の 実験 を 27 年 度 
は 行う 。 

(3) 成果 報告 や 普及 に 向け た 取り 組み を 行っ て いる 。 (県 政広 報 番組 ・ 教 科 書 等 ) 













1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検 対内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 

平成 26 年 9 月 29 晶 産学 官 研究 会 (参加 者 13 名 ) 

平成 26 年 12 月 16 日 産学 官 研究 会 (参加 者 10 名 ) 

平成 27 年 1 月 18 日 産学 官 研究 会 (参加 者 30 名 以上 、 花 巻 に お いて 「 服 薬 見 守り 」 テ ー マ ) 

平成 27 年 2 月 21 日 日 本 遠隔 医療 学会 見 守り 分 科 会 に お いて 、 見 守り 事業 者 連携 協議 会 の 準 
備 会 議 を 立ち 上 げ 

平成 26 年 10 月 4 日 研究 者 に よる 地域 包括 ケア と 見 守り 研究 会 (参加 者 5 名 ) 

平成 26 年 12 月 29 晶 研究 者 に よる 多様 な 1CT 活 用 見 守り 分 析 研 究 会 (参加 者 3 名 ) 

平成 27 年 1 月 9 日 研究 者 に よる 多様 な ICT 活 用 見 守り 分 析 研 究 会 (参加 者 2 名 ) 

平成 27 年 1 月 18 日 研究 者 に よる 服薬 見 守り 研究 会 (参加 者 部 会 メン バー4 名 他 ) 

平成 26 年 8 月 29 日 ボー タル サイ ト 構 築 検討 ワー キン グ (参加 者 5 名 ) 

平成 26 年 11 月 11 日 ボー タル サイ ト 構 築 検討 ワー キン グ (参加 者 5 名 ) 

平成 26 年 12 月 16 日 ICT 見 守り と 買い 物 支 援 の 連携 検討 ワー キン グ (参加 者 5 名 ) 

平成 26 年 7 月 28 日 釜石 地区 に お ける 実証 実験 体制 検討 ワー キン グ (参加 者 4 名 ) 

平成 26 年 8 月 19 日 釜石 地区 に お ける 実証 実験 体制 検討 ワー キン グ (参加 者 4 名 ) 


2 . 平成 26 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 





① 産 学 官 協 働 の 研究 会 開催 (10 回 以上 ) | ① 産 学 官 協 働 の 研究 会 開催 (上記 の 通り ) 
②④ フ ィ ー ル ド で の アク ショ ン リ サー チ | ② 多 様 な ICT 活 用 見 守り を まとめ る 「 ポ ー タ ル サ イ ト 」 を 構築 
' | し 、 地 域 の 見 守り 人 材 の 体制 づく り と 重ね て 、 例 石 地区 で 実 
! | 証 実験 を 実施 し て いる 。 
③ 外 部 資金 の 確保 「⑧⑨3 つの 資金 を 獲得 し た 
| 地域 の 合意 形成 : 復 興 庁 「 新 し い 東北 」 先 導 モ デル 事業 
地域 の 見 守り 人 材 と ICT 活 用 見 守り シス テム 実態 と 課題 把 
所 : 岩手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ ェクト 


4 








| 見 守り ポー タル サイ ト 構 築 : NTT ド コモ 共同 研究 費 

@ 成 果報 告 ・ 普 及 | @ 県 政 テ レビ 番組 「 い わ て ! わん こと 広報 室 」1 | 月 24 日 放送 
| 【 第 33 回 】 ICT で 高齢 者 の 見 守り を ! て いわ て “お げん き " 
| み ま も り シ ステ ムー で 紹介 され た 。 ま た 、 平 成 27 年度 か 
| ら 5 年 間 小 学 5 年 生 の 社会 科 の 教科 書 (東京 書籍 ) の 記事 
| に 掲載 され る な ど 、 広 報 ・ 普 及 に つと め て いる 。 

⑥ そ の 他 : 医療 ・ 福 祉 の 連携 と 地域 包 ⑥ 県 内 医療 ・ 福 祉 の 連携 講演 活動 

括 ケ ア に 資す る 講演 活動 | ・ 平 成 26 年 11 月 9 日 岩手 県 立 大 学 公開 講座 釜石 講座 「 見 

| 守り と 地域 づく り 」 小 川 晃子 

| ・ 平 成 26 年 12 月 15 日 岩手 医科 大 学 厚 生 労働 科学 研究 補 

| 助 金 「 持 続 可能 な 広域 医療 情報 連携 ネッ トワ ー ク シス テム 

| の 構築 に 関す る 研究 」 第 4 回 班 会 議 特別 講演 「ICT を 活用 し 

| た 見 守り ネッ トワ ー ク 形成 一 地域 包括 ケア に 資す る た め 

| に 」 小 川 晃子 | 

| 平成 27 年 2 月 12 日 岩手 県 立 病院 医学 会 学術 講演 会 「 地 

| 域 医療 福祉 情報 化 の 目的 を 考え る 一 見 守り は 世界 を 救う 」 

| 鎌田 弘之 











3 . 平成 27 年 度 の 活動 計画 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
① 市 町 村 の 地域 包括 ケア 体制 づく り に 資す る 具体 的 な 方 策 と し て 政策 提言 を 行う 。 
その た め に 以下 の 取り 組み を 行う 。 
② 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 
岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 、 盛岡 赤十字 病院 ・ 盛 岡市 立 病 院 等 医師 、 岩手 県 (復興 局 ・ 保 健 福祉 部 ) 、 
岩手 県 社会 福祉 協議 会 、NTT ド コモ 、 償 マ イヤ 等 。 
外部 資金 を 継続 的 に 確保 
クア ルコ ムジ ャ パン 助成 金 「 重 層 的 見 守り の 構築 の た め の 先 導 的 研究 」 は 、 釜 石 市 平田 地区 を フィ 
ー ル ド と し て 取り 組む 。 岩 手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ ェクト も 継続 する 。 ・ 
@ 成 果報 告 ・ 普 及 
岩手 県 内 の 地域 包括 ケア シス テム の 取り 組み に 向け て 広報 を 実施 する 、 また 、 日 本 遠隔 医療 学会 見 守 


り 分 科 会 、 及 び 見 守り 事業 者 協議 会 を 基盤 と し て 活動 の ネッ トワ ー ク を 形成 する 。 


(2 ) 活動 計画 

部 会 : 4 月 6 日 、4 月 25 日 、6 月 18 日 、6 月 26 日 以後 、 継 続 的 に 実施 

脳卒中 シン ポジ ウム : パネ ラー5 月 31 晶 

シン ポジ ウム : 「 地 域 包括 ケア に 資す る 医療 ・ 福 祉 情報 化 」 
6 月 18 日 15:40 て 18:10 いわ て 県 民 情 報 交流 セン ター7 階 アイ ー ナ キャ ン パ クス 学習 室 1 
主催 : 岩手 県 医療 福祉 情報 化 コ ン ソ ー シ アム 
後援 : いわ て 未来 づく り 機 構 ・ 岩 手 県 立 大 学 地域 政 研 究 セ ンタ ー 

人 玉 県 県 議会 議員 視察 対応 : 7 月 10 日 午前 














月 23 日 ( 火 ) 


タイ ムズ ス - 2015 年 6 


盛岡 


6 月 13 日 ( 士 ) 


日 報 2015 年 


岩手 















































































































































































































































いわ て 未来 づく り 機 構 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (27.7.9) 


テー マ : 「 い わ て 三 陸 復 答 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 
座長 : 森 達也 担当 機関 : 岩手 県 





プロ ジェ クト 概要 東日本 大 震 災 津 波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に あたり 、 行 政 が 主体 
と な っ た 取組 だ け で な く 広 く 内 外 に 開か れ た 取組 が 重要 と の 考え の も と 、 平成 
23 年 12 月 か ら 、 被 災 地 か ら の 復興 支援 要請 (ニー ズ ) と 県 内 外 か ら の 復興 支援 
提案 (オフ ァ ー) を 収集 し て 双方 の マッ チン グ を 行う な ど 、 民 間 や N P O 等 の 
アイ デア 、 行 動力 を 活用 し た 取組 を 展開 。 





平成 26 年 度 は 、 前 年 度 に 引き 続き 、 生 活 支 援 分 野 を 中 心 と し た 復興 支援 マッ チ 
ング の ほか 、 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 を 実施 (公益 社 
団 法人 助け あい ジャ パン 業務 委託 ) 。 こ れ ま で きめ の 細か い 復 興 支援 サー ビス を 
提供 する こと に より 、 着 実に 成果 を 上 げ て きた と ころ 。 

一 方 で 、 復 旧 か ら 復 興 へ と 段階 が 移行 する 中 、 被 災 地 の 復興 支援 ニー ズ も 、 物 
資 供 与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 短期 的 支援 中 心から 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 
等 の 中 長期 的 視点 に 立っ た 支援 等 に 多様 化す る と と も に 、 首 都 圏 を 始め と する 県 
外 で は 復興 関連 報道 の 減少 等 か ら 関 心 の 低下 が 懸念 。 ま た 被災 地 や 復興 に 関心 を 
有する 企業 ・ 団 体 に あっ て も 被災 地 に 対す る 語 8 識 の 変 化 も 見 られ る な ど 、 和 被災 地 

| を 取り 巻く 環境 の 変化 へ の 対応 が 課題 と な っ て いる 。 

平成 27 年 度 は 、 こ れ ら の 課題 の ほか 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 沿岸 被災 
地 の 現状 を 踏ま え 、 中 長期 的 視野 に 立っ た 復興 支援 活動 を 効果 的 に 推進 する た め 、 
これ まで の 実施 体制 を 見 直し て プロ ジェ クト を 展開 。 

復興 支援 ニー ズ に 合わ せ た 2 系 統 で の マッ チン グ を 進め る と と も に 、 復 興 に 関 
する 情報 の 総合 的 な 発信 と 拡散 、 企 業 ・ 団 体 等 と の ネッ トワ ー ク の 更 な る 強化 に 
取り 組む 。 








上 1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) | 
平成 26 年 10 月 28 日 第 2 回 アド バイ ザー 会 議 開 催 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 平成 25 年 度 実績 及び 平成 26 年 度 実施 状況 に つい て 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 平成 27 年 度 の 方 向 性 に つい て 
平成 26 年 11 月 5 日 第 3 回 か け 橋 作業 部 会 開催 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 平成 25 年 度 実績 及び 平成 26 年 度 実施 状況 に つい て 
・ か け 橋 プロ ジェ クト の 平成 27 年 度 の 方 向 性 に つい て 
平成 27 年 1 月 23 日 第 4 回 か け 橋 作業 部 会 開催 
・ 平 成 27 年 度 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 推 進 業 務 企 べ に つい て 
・ 平 成 26 年 度 の 部 会 活動 状況 に つい て 

















2 . 平成 26 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) | 








ee 26 事 業 計画 。 | H26 事 業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 " 
| 1 実績 ・ 成 果 
社会 環境 等 の 変化 を 踏ま えな | 盛岡 及び 沿岸 サテ ライ ト 4 箇所 (陸前 高田 、 
が ら 、 次 の 取組 を 進め る 。 | 釜石 、 宮 古 及 び 久 慈 ) に コー ディ ネー ター を 配 
| 置 し 、 き め の 細か い 復 興 支 援 サー ビス を 提供 ( 公 
| 益 社団 法人 助け あい ジャ パン 業務 委託 ) 
(1) 復興 支援 の マッ チン グ 問 (1) 復興 支援 の マッ チン グ 
復興 支援 ニー ズ を 的 確 に 配置 する コー ディ ネー ター に より 、 生 活 支 
人 援 分 野 を 中 心 と し た 沿岸 被災 地 の 復 興 支 援 ニ 
じ イ 支援 者 を 募り 、 被 炎 地 で | SR 是 案 を コー ディ 
の マッ チン グ を 実現 | ー ト し 、 復 興 支 援 の マッ チン グ を 推進 。 
[目标 : 支援 箇所 数 300 箇 所 】 [導電 和 所 数 396 和 所 
(2) 復興 関連 情報 の 発信 | (2) 復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 地域 の 現状 や 復興 の 進 サテ ライ ト で 収集 し た 沿岸 地域 の 現状 や 復 
合 を 体系 的 に 情報 発信 | 興 の 進み 具合 等 を ポー タル サイ ト や SNS 


2 (フェ イス ブッ ク 、 ツ イッ ター) 等 を 通じ て 
. 360 件 】 県 内 外 に 情報 発信 。 

【 実 績 : 复明 卜 已 y 夕 又 揭 载 数 433 件 】 

※ ボ ポータ ル サ イ ト 等 アク セス 数 196, 339 回 


(3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク 強化 | (3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で | 沿岸 等 で 復興 に 取り 組ん で いる 企業 ・ 団 体 
きる よう 県 内 外 の 団体 や 企業 | が 参加 する 交流 会 を 8 回 、 首 都 圈 企 业 . 团体 
と の 連携 体制 の 構築 や 団体 間 | 向け の 交流 会 を 2 回 開催 し 、 復 興 支 援 の 円 滑 











の コー ディ ネー ト 等 を 推進 | 化 に 向け た ネッ トワ ー ク 形成 に 努め た 。 
【目标 : 交流 会 開催 数 12 回 | 【 実 績 : 交流 会 開催 数 10 回 
(沿岸 8 回 、 首都 圏 4 回 ) 】 | (沿岸 8 回 、 首 都 圏 2 回 ) 】 


2 课题 

| ・ 従 災 地 の 支 援 ニ ー ズ は 、 復旧 か ら 復興 へ と 移 
行 す る 中 で 多様 化し 、 地 域 課題 の 解決 に 結び 
つく ニー ズ を 的 確 に 把握 する こ と が 難し く な 
っ て き て いる 。 
・ 復興 関連 情報 の メデ ィ ア 発信 の 減少 等 か ら 、 
被災 地域 の 復興 の 進捗 状況 な ど が 伝わり に く 
く な っ て お り 、 県 外 等 で の 関心 の 低下 が 懸念 
され る 。 








3 . 平成 27 年 度 の 活動 計画 


平成 26 年 度 ま で の 課題 の ほか 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 沿岸 被災 地 の 現 状 
を 踏ま え 、 中 長期 的 視野 に 立っ た 地域 課題 の 解決 に つなが る 復興 支援 活動 を 効果 的 
に 推進 する た め 、 こ れ ま で の 実施 体制 を 見 直し て プロ ジェ クト を 展開 。 

復興 支援 ニー ズ に 合わ せ た 2 系 統 で の マッ チン グ を 進め る と と も に 、 復 興 関連 情 
報 の 総合 的 情報 の 拡散 、 企 業 ・ 団 体 等 と の ネッ トワ ー ク の 更 な る 強化 に 取り 組む 。 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 


① 復興 支援 マッ チン グ 

多様 化す る 復興 支援 ニー ズ を 2 系 統 で の 体制 で 的 確 に 把握 し 、 被 災 地 の 復興 

支援 マッ チン グ を 実現 。 

・ 中 長期 的 視野 に 立っ た 地域 振興 に 寄与 する 支援 マッ チン グ (産業 再生 や コミ ュ ニ 
ティ 再生 等 ) へ の 注力 。 

・ 物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ も 一 定 の ニー ズ を 踏 
まえ て 対応 。 

【目标 : 支援 箇所 数 100 箇 所 】 


② 復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 被災 地 の 現状 と と も に 、 復 興 の 進捗 状況 や 様々 な 活動 情報 を 、 復 興 支援 
ボー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 
【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 200 件 】 


③ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 20 社 】 


(2) 活動 計画 

① プロ ジェ クト の 進め 方 等 の 検討 ・ 助 言 の た め 、 作 業 部 会 及び アド バイ ザー 会 議 
を 開催 

② 復興 支援 マッ チン グ に お いて 、 中 長期 的 視野 に 立っ た マッ チン グ は 、 一 般 社団 
法人 RCF 復 興 支援 チー ム へ の 業務 委託 等 を 通じ 、 首 都 圏 等 の 企業 の ビジ ネス 
展開 に つなが る 協 働 事 業 の 新た な 支援 の 誘致 を 図る 。 物 資 供与 等 の 従前 か ら の 
支援 マッ チン グ も いわ て 三 了 復 興 の か け 橋 推進 協議 会 < 配置 する 復興 支援 員 が 
対応 。 

@) 復興 関連 の 情報 発信 に お いて は 、 披 炎 地 や 復興 状況 に 関心 が 高まり 、 理 解 が 深 
まる 記事 、 ま た 首都 圏 を 中 心 と し た 県 外 の 企業 ・ 団 体 が 有する 強み を 生か し つ 
つ 、 今 後 の ビ ジネス 展開 に つなが る 新た な 支援 マッ チン グ を 促進 する 記事 等 を 
掲載 。 加 えて 、 大 手 媒体 と の 連携 等 に よる 更 な る 情報 の 拡散 を 進め る 。 

④ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 で は 、 首 都 圏 等 の 企業 ・ 団 体 に よる ネッ トワ ー ク 
組織 を 新た に 構築 し 、 有意 な 情報 交換 に より 、 効果 的 か つ 発 展 的 な マッ チン グ の 
実現 に つなげ る ほか 、 沿 岸 被災 地 の 関 係 機関 の 更 な る 連携 を 図る 。 











平成 26 年 度 取 組 事例 (復興 支援 マッ チン グ ) 


【 事 例 ①】 いわ て 未来 づく り 機 構 に よる 日 本 ゼ ト ッ ク 幌 と の 復興 支援 マッ チン グ 






1 いわ て 未来 づく り 機 構 に 対し 、 昨年 10 月 に 、 化 粧品 等 の 研究 開発 ・ 製 造 販 
売 を 行っ て いる 日 本 ゼ ト ッ ク 幌 (本 社 : 東京 都 千 代田 区 ) か ら 、 本 業 に 関連 
し た 形 で 本 県 の 復興 支援 を 行い た い 旨 の 相談 あり 。 

2 これ を 受け 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 商 
工 労働 観光 部 の 協力 の も と 復興 支援 マッ チン グ を 実施 。 | 

3 その 結果 、 平 成 26 年 4 月 28 日 か ら 日 本 ゼ ト ッ ク 出 の 販売 ルー ト を 活用 し 、 
久慈 市 ・ 新 山根 温泉 「 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 の 販売 が 開始 。 

4 「 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 は 、 こ れ ま で 新山 根 温 泉 の ほか 地元 の 道 の 駅 や 土 
産物 店 を 中 心 に 販売 され て いた が 、 日 本 ゼ ト ッ ク 幌 と の マッ チン グ に より 県 
外 の ドラ ッ グ スト ア や バラ エ テ ィ シ ョ ッ プ な ど へ の 販路 開拓 が 実現 。 


ee | ey 




















0 J 
[日 本 ゼ トッ ク (株) で 行わ れ た 社内 販売 の 様子 〕 





〔 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 









[事例 @】 いわ て 未来 づく り 機 構 に よる 日 産 自動 車 側 と の 復興 支援 マッ チン グ 


1 日産 自 動車 帆 で は 、 被 災 地 に お いて ヴォ ー カ ル グ ル ー プ 「 サ ー カ ス 」 と と 

も に チャ リティ コン サー ト を 開催 。 

2 TOKYO FM 人 気 ラ ジオ ドラ マ “NISSAN あ 、 安 部 礼司 」 関係 者 を 介し 、 本 年 
6 月 に いわ て 未来 づく り 機 構 に 対し て 、 本 県 で の 開催 に つい て 協力 依頼 が あ 
2 86 

3 とこ れ を 受け 、「 い わ て 三陸 復興 の 
か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 
全面 協力 。 

4 コン サー ト は 、 平 成 26 年 10 月 9 日 
か ら 11 日 に か け て 大 棚町 、 釜 石 市 及 

、 び 大 船渡 市 で 計 4 回 開催 、 延 べ 190 

人 が 来場 し て いる 。 
















【 大 棚町 浪 板 交流 促進 セン ター で 行わ れ た 
コン サー ト の 様子 〕 
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平成 26 年 度 取組 事例 (復興 支援 マッ チン グ ) 


【 事 例 ③】 いわ て 未来 づく り 機 構 と アサ ヒ グ ル ー プ ホー ルディ ング ス 帆 と の 復興 支 
援 に 関す る アラ イア ンス 締結 


1 いわ て 未来 づく り 機 構 に 対し 、 平成 26 年 4 月 に 、 現地 窓口 で ある アサ ヒビ 
ー ル 岬 岩手 支社 か ら 、 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 を テー マ と し た 復興 支援 を 行い 
た い 則 の 相談 あり 。 

2 これ を 受け 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 被 
災 市 町 村 で の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 する コミ 0 

「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事業 」 の 実施 を 提案 する と と も に 、 
集 要 项 由 作成 他 市 机 村 内 铀 整 太 二 全 面 协力 。 

3 平成 26 年 5 月 か ら 7 月 に か け て 沿 sw 
岸 市 町 村 を 通じ 募集 、 全 12 市 町 村 か 
ら 応募 が あり 、45 件 、21, 241 千 円 を 
採択 し た 。 

4 また 、 か け 橋 プロ ジェ クト の 強化 
の た め 、 平 成 26 年 12 月 22 日 に 、 両 者 
が 連携 ・ 協 力 し て 被災 地 の コ ミュ ニ 
ティ 再生 を 支援 し て いく 内 容 の アラ 
イア ンス (協力 体制 の 構築 ) を 締結 。 = 


[H26.12.22 に 機構 同 代表 で ある 知 家出 計 の も 
と 、 両者 に よる アラ イア ンス 締結 を 共同 発表 】 











【 事 例 $】 いわ て 未来 づく り 機 構 に よる 富士 ソフ ト 帆 と の 復興 支援 マッ チン グ 


1 いわ て 未来 づく り 機 構 に 対し 、 平成 26 年 8 月 、 大 手 1 T ソ リュ ーション ベ 
ンダ ー の 富士 ソフ ト 山 (本社 : 横浜 市 ) か ら 、 本 県 の 復興 支援 の 相談 。 

2 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 と し て 、 情 報 政 策 課 及 
び 市 町 村 課 と と も に マッ チン グ を 行っ た 結果 、 田野 畑村 へ の 社員 2 名 の 派遣 


が 決定 。 
3 本 年 3 月 まで に 2 名 が 着任 。 光ファイバー な ど 、 情 報 通信 基盤 の 整備 を 始 
め と する 地域 情報 化 分 野 で の 復興 が 促進 され る も の と 期待 。 





岩 炎 の 風化 や 被災 地 に 対す る 関心 の 低下 を 防止 し 、 復 興 支 援 の 継続 を 図る た め 
復興 に 関す る 情報 を 取材 ・ 収 集 し て 、 運 営 す る ボー タル サイ ト 「 い わ て 三 陸 復興 
の か け 橋 」 等 を 通じ て 総合 的 に 情報 発信 





① 復 興 支 援 ボ ー タ ル サ イ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 運 営 と 情報 発信 


(AE 

【 江 天 役 に 知り 多め 3RPO 入 送 野 ま ご こち る っ ト 強敵 事 詳 治 一 そ ザ イ し 

Ea eet th 要 
人 1 人 
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平成 26 年 度 取組 事例 (復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 ) 
沿岸 等 で 復興 に 取り 組ん で いる 企業 ・ 団 体 が 参加 する 交流 会 を 8 回 、 首 都 圈 
企業 ・ 団 体 向 け の 交流 会 を 2 回 開催 し 、 復 興 支援 の 円 滑 化 に 向け た ネッ トワ ー 
ク 形成 に 努め た 。 


【 事 例 ①】 県 内 で の 企業 ・ 団 体 参 加 に よる 交流 会 の 実施 








第 1 回 沿岸 交流 会 in 盛岡 (平成 26 年 6 月 26 日 ) 


① か けり 橋 プ ロジ ェクト 事業 等 の 説明 (活動 実績 及び 当該 年 度 の 展望 等 ) 

② 本 県 に お ける 復興 支援 マッ チン グ 事 例 を 紹介 

③ 支援 提案 企業 ( (株 ) 川 徳 、 盛 岡 
ター ミナ ルビ ル (株 ) ) に よる 復 
興 支 援 活動 等 の 説明 

④ 支援 提案 企業 と 沿岸 企業 ・ 団 体 

に よる 情報 交換 ・ 商 談 等 、 参 加 

者 間 の 交流 を 深め る 場 を 提供 。 








【 事 例 ②】 首都 圏 企業 ・ 団 体 向 け の 交流 会 の 実施 
第 1 回 岩手 メ 横浜 マ ッ チ ング 交流 会 (平成 26 年 6 月 12 日 ) 


① か け 橋 プロ ジェ クト 事業 等 の 説明 ' 
② 本 県 に お ける 復興 支援 マッ チン グ 事 例 を 紹介 
弥生 香 か ら 被 災 地 に お ける 事業 再開 及び 起業 支援 活動 に つい て 、 帆 パ スポ 
ー ト か ら 被 災 地 で の 太陽 光 発 電 事 業 に つい て 、 岩手 県 北 自動 車山 か ら 復 興 ツ 
ー リ ズム に つい て それ ぞ れ 


紹介 。 
③ 商談 、 情 報 交 換 (課題 共 


有 ) 等 、 参 加 者 間 の 交流 を 
深め る 場 を 提供 。 





いわ て 未来 づく り 機 構 
東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 の 実績 報告 ・ 活 動 計画 (27. 7. 9 ) 
作業 部 会 
テー マ : 東北 未来 創造 イニ シン アテ ィ ブ と の 協 働 と 人 材 育成 道場 の 運営 
座長 : 川 村 勝浩 担当 機関 : (株 ) 岩手 銀行 ” 








報告 要旨 

平成 26 年 度 は 、 第 2 期 未 来 創造 塾 を 7 月 5 日 か ら 計 6 の セッ ショ ン を 開講 。 

12 月 14 日 の 合同 卒 事 式 で は 、 大 植 ・ 釜 石 ・ 大 船渡 ・ 陸 前 高田 か ら 参加 し た 20 名 の 塾生 が 、 多 く 
の 地域 関係 者 が 一 堂 に 会 する 前 で 、 半 年 間 の プロ グラ ム の 成果 と し て 決意 表明 の スピ ー チ と 事業 
構想 を プレ ゼン テー ショ ン し 、 第 1 期 を 含め る と 計 43 名 の 卒 塾生 が 輩出 され まし た 。 

今年 度 は 、 第 3 期 未 来 創造 塾 を 5 月 1 7 日 に 開講 し 、 新 た に 16 名 の 塾生 が 入塾 し まし た 。 人 材 
育成 の 取組 み は 、「 地 方 創 生 」 と 震 災 か ら の 復興 に 必ず 資す る も の と 考え て お り ま す の で 、 関 係 | 
機関 の 皆様 に お か れ ま し て は 、 こ れ ま で 以上 の 人 材 育成 道場 へ の 関わ り と ご 協力 お 願い し ます 。 








1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検 対内 容 等 (アウ トブ プット ) 


平成 26 年 6 月 23 日 (月 ) 第 3 回 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 > 開催 


13 時 半 ~15 時 (1) 参加 者 24 名 (参画 機関 14 名 、 オ ブザー バー5 名 、 事 務 局 5 名 
(2) 検討 内 容 等 : 平成 25 年 度 の 活動 報告 
平成 27 年 2 月 19 日 ( 木 ) く 第 4 回 東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ 作 業 部 会 > 開催 
13 時 半 ~15 時 (1) 参加 者 22 名 (参画 機関 13 名 、 オ ブザー バー 4 名 、 事 務 局 5 名 ) 
(2) 検討 内 容 等 : 第 3 期末 来 創造 塾 活動 計画 (年 間 ス ケ ジ ュ ー ル ) 








| 2 . 平成 26 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 









・ 平 成 26 年 7 月 5 日 ( 土 ) 






第 2 期 未 来 创造 束 开 计 式 | 午前 は 釜石 会 場 、 午 後 は 大 船渡 会 場 で 開催 。 総勢 2 名 の 事 


| 生 が 参加 。 


[日 | セッ ショ ン | 講師 企業 
| 7/12・13 | 経営 と 会 計 | 日 本 政策 投資 銀行 


8/2・3 | リー ダー シッ プ | NPO 法 人 アイ ・ エ ス ・ エ ル 
9・10 


| 事業 構想 の 発表 | 会 計 監査 法人 トー マツ 


| | 11722、23 | 事業 構想 の 中 間 | 会計 監査 法人 トー マツ 
| 発表 
平成 26 年 12 月 14 日 (日 ) | 


第 2 期 [未 来 创造 部 | 卒 熟 式 。 。 | ?0 名 に よる スピ ー チ と 事業 構想 プレ ゼン テー ショ ン 








平成 26 年 7 月 て 12 月 (6 ヶ月 ) 
第 2 期 未 来 創造 塾 の 運営 
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に 3. 平成 7 年 度 の 活動 計画 
(1 ) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
第 3 期 未 来 创造 部 注 1 6 名 が 参加 。 未 来 創造 塾 を と お し て 、 被 炎 地 の 復興 と 未来 創造 の 鍵 を 
握る 「 人 づく り 」 を 行い 、 地 域 の リー ダー を 疾 出 する 。` 
(2 ) 活動 計画 
① 第 3 期 未 来 創造 塾 の 概要 
|5/17 | 风 式 | 
6727、28 
事業 構想 の 発表 
.7/25・26 | マッ キン ゼー・ ア ンド カン パニ ー 
10/10、11 | 事業 構想 の 中 間 発表 | 会計 監査 法人 トー マツ 
11/15 座 府 式 ls 
② 未 来 創造 塾 (第 1 期生、 第 2 期生 ) に 対す る 行動 支援 
作業 部 会 の 参画 機関 を 中 心 に 、 各 機関 が 連携 し 、 得 意 分 野 で 下記 の 取組 み を 推進 する 。 











情報 提供 、 相 談 機関 へ の 取次 ぎ 、 専 門 家 紹 介 (派遣 ) 、 商 談 会 等 へ の 案内 (販売 先 の 


紹介 ) 、 フ ァ イ ナ ンス 、 補 助 金 紹介 、 経 営 革新 の 認定 支援 、 起 業 ・ 創 業 支援 








③ 継 続 的 な 人 材 育成 仕組 み 作 り 
東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 活動 は 平成 29 年 3 月 まで 。 仮 に その 後 何 ら か の 持続 的 な 展 
開 を 見 据え た 場合 、 ノ ウ ハ ウ を 吸収 ・ 敬 積 す る に は 出向 者 (任期 付 職員 ) 以外 の 地域 関係 者 
の 関わ り が 不可 欠 。 今 年 度 中 に 道筋 を 考え て いく 予定 で す 。 
※ 参画 機関 
未来 創造 対 に お ける 主催 、 共 催 、 協 力 順 : 釜石 市 、 大 船渡 市 、 釜 石 商工 会 議 所 、 大 船渡 商 
工 会 議 所 、 人 金石 青年 会 議 所 、 大 船渡 青年 会 議 所 、 釜 石 ・ 大 稲 地域 産業 育成 セン ター、 岩 手 
県 、 岩 手 県 沿岸 広域 振興 局 、 岩 手 大 学 、 東 北 未 来 創造 イニ シア ティ ブ ) 








いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計 画 (27.7.9) 





テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 及び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 
' 座長 : 大 友 宏司 担当 機関 : 岩手 県 復興 局 
















報告 要旨 

復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 が 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 学 び 合 う 
と と も に 、 相 互 に 交流 や 連携 を し な が ら 復興 の 推進 に - 生 か し て いく こと が 求め られ 
て いる と と か ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 、 さ ら に は 、 そ うし た 人 材 の ネ 
ットワーク づく り を 推進 する た め 、 「 い わ て 復興 未来 藝 」 を 開催 する 。 











1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 











(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
復興 に 関わ り た いと 考え て いる 多く の 方 々 に 復興 に 関す る 学び の 場 を 提供 する と 
と も に 、 参 加 さ れ た 方 々 の 交流 や 連携 を 推進 する 。 





(2 ) 活動 計画 

計画 案 は 以下 の と お り 、 年 6 回 の 開催 を 予定 。 な お 、 第 1 回 は 実施 済 。 

① 各 回 の 開催 内 容 は 、 部 会 員 及 び ア ドバイ ザー の 助言 を 得 な が ら 、 決 定 する 。 
② 各 回 、 原 則 と し て 県 外 講 師 及び 県 内 講師 で 行う こと と する 。 


【 第 1 回 実績 】 
日 時 : 平成 27 年 5 月 30 日 ( 土 ) 13 : 00~17: 40 
場所 : ホテ ル ニ ュ ー カ リー ナ 


内 容 : 報告 ① 復興 の これ まで と これ か ら - 過 去 の 震 災 に も 学ん で - 
' (立命 館 大 学 教授 塩崎 賢明 ) 
报告 @ 釜石 市 に お ける 復興 の 現状 ・ 課 題 に つい て 


(釜石 市 長 野田 武則 ) 
が 初 デ 720 ショッ 被災 者 に 寄り 添う 復興 まち づく り 

(塩崎 教授 、 野 田 市 長 、 達 増 知事 コディ ネタ - 役 重 眞 喜子 ) 
交流 会 


参加 者 : 約 150 名 (交流 会 に は 約 6 0 名 が 参加 。) 





< 第 1 回 開催 時 の 様子 > 
達 増 知事 挨拶 








ee 】 
日 程 会 場 (予定 ) 


上 H27. 7. 18 ( 土 ) | 岩手 大 学 炎 に | 東京 大 学 高齢 社会 総合 
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いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (27. 7. 9) 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 
- 座 長 : 栗 林 微 _ 担当 機関 : 岩 手 犬 学 


報告 要旨 

活動 計画 に 基づき 平成 26 年 度 か ら 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 本 格 始動 し た 。 
平成 26 年 度 は 、 岩 手 県 教育 委員 会 協力 の も と 事業 周知 を 行い 、 各 学校 等 か ら の 依頼 に 
基づき 計 12 件 の 講師 派遣 ・ プ ログ ラム の 提供 を 行っ た 。 

平成 27 年 月 に は 、「 オ ー ル 岩手 」 の 取り 組み と な る よう 本 事業 に 未 参 画 の いわ て 
未来 づく り 機 構 会 員 に 参画 を 依頼 し 、14 機 関 か ら 参画 の 回 答 を 得 た 。 

今年 度 は 、 事 業 開始 当初 の 参画 機関 6 機関 に 、 新 規 参画 機関 1 機関 を 加え た 20 機 関 
で 本 事業 を 継続 し て 実施 する 。 周 知 活動 と し て は 、5 月 か ら 岩 手 県 教育 委員 会 協力 の 
も と 学校 長 向け の 研修 講座 等 を 通じ て 、 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 を 県 内 の 小 ・ 中 学校 、 
高校 に 随時 周知 を 行っ て いる 。 “ 

また 、 岩手 県 教育 委員 会 と 共同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周知 する 場 と し て 、 
「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 の 開催 の 可能 性 を 関係 機関 と 引 
き 続 き 協議 する 。 


1 . 平成 26 年 度 の 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 

平成 26 年 6 月 9 日 復興 教育 作業 部 会 開催 (第 4 回 ) 
(参加 者 : 部 会 員 10 名 、 事 務 局 6 名 、 が ず -/-3 名 ) 
・ 平 成 26 年 度 活動 計画 に つい て 検討 

【 い ぃ いわて の 師匠 派遣 事業 】 全 12 回 
詳細 は 別紙 資料 の と お り 


2 . 平成 26 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
H26 事 業 計画 H26 事 業 実績 ・ 成 果 ・ 課 題 

第 1 四半 期 で 「 い わ て の 師匠 」 第 4 回 作業 部 会 で 、 左 記 の 平成 26 年 度 活動 計画 
派遣 事業 の 周知 活動 を 行い 、 順 | に つい て の 確認 と 検討 を 行っ た 。 

次 、 各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 周知 活動 と し て は 、 
遺 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 活動 計画 に 基づき 4 月 に 岩手 県 教育 委員 会 協力 の も 
信行 状況 を 見 な が ら 、 「 オ ー | と 、 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 に つい て 、 校長 会 等 を 
ル 岩 手 」 の 取り 組み と な る よう | 通じ て 県 内 の 小 ・ 中 学校 、 高校 に 周知 を 行っ た 。 そ 
全 機 構 会 員 に 参画 を 依頼 し 、 よ | の 他 、 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 各地 区 小 中 
り 多様 な 講師 ・ 教 育 プ ログ ラム | 学校 長 研修 講座 で の 説明 や メー ル に よる リー フレ 
提供 を 可能 に する こと を 目指 | ッ ト 配 布 等 を 随時 行っ た 。 
す 。 派遣 実 績 と し て は 、H26 年 6 月 か ら 各 学 校 等 の 依頼 
また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共 | に 基づき 、 計 12 件 の 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行 











同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 
民 に 周知 する 場 と し て 、「『 い 
わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交 
流 会 (仮称 ) 」 の 開催 を 検討 し 、 
関係 機関 と 協議 する 。 





平成 2 年 度 の 活動 計画 


(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 


「 い わ て の 師匠 」 事 業 に よる 県 内 小 中 学 校 、 














い 、 当 初 の 「10 校 程度 で 実施 」 の 目標 を 達成 し た 。 
現状 の 課題 と し て は 、 参 画 機関 の 不足 が 挙げ られ 
る 。H27 年 2 月 に いわ て 未来 づく り 機 構 の 会 員 機 関 に 
本 事業 へ の 参画 を 依頼 し た が 、14 機 関 か ら 参 画 の 回 
答 を 得る に 留まっ た 。 平成 28 年 度 以降 に 向け て 、 提 
供 可 能 な 授業 ・ 講 演 内 容 リ スト (派遣 機関 リス ト ) 
を さら に 充実 させ 、 学 校 側 の 幅広 い ニ ー ズ に 対応 す 
る た め 、 参 画 機関 の 拡大 を 図っ て いく こと が 求め ら 
れる 。 












高校 へ の 講師 派遣 ・ 授 業 提供 を 継続 


し 、20 校 程度 で 実施 する こと を 目指 す 。 


(2) 活動 計画 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 周知 活動 を 行い 、 順 次 、 各 校 の 依頼 に 基づき 講師 派 


遺 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う と と も に 、 よ り 多 様 な 講師 ・ 教 育 プ ログ ラム 提供 を 可 
_ 能 に する た め , 機構 会 員 の 参画 の 更 な る 拡張 を 目指 す 。 
また 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 共同 で 、 各 校 の 取り 組み を 広く 県 民 に 周知 する 場 と 


し て 、 
機関 と 協議 する 。 





「『 い わ て の 復興 教育 』 プ ログ ラム 交流 会 (仮称 ) 」 開 催 の 可能 性 を 関係 
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「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 実施 事例 集 


【 事 例 ①】 岩手 県 産業 教育 振興 会 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 26 年 6 月 12 日 ( 木 ) 1 4 时 3 0 分 15 時 45 分 

- 場所 : サン セー ルル 盛岡 

対象 : 平成 2 6 年 度 岩手 県 産業 教育 振興 会 総会 並び に 理事 会 参加 者 約 8 0 名 
講師 : 岩手 大 学 工学 部 機械 シス テム 工学 科 岩渕 明 教授 

演題 : 『 地 域 の 現場 を 担う 高卒 人 材 の 育成 に つい て 』 


< 讲演 要 由 > 

・ 岩 手 県 の 高校 の 現状 

・ 岩手 大 学 の 復興 推進 活動 

・ い わ て 未来 づく り 機 構 - 復 興 教育 作業 部 会 - 
・ 専 門 高校 へ の 期待 

・ 地域 活性 化 に むけ て 


く 感 想 ・ 講 演 に よる 効果 > 

今回 の 岩渕 教授 の 講義 は まさ に 時 卒 に 叶っ た 内 容 で あり 、 産業 教育 を 支え る 者 、 推進 する 者 に と っ て 新 
た な 決意 を 促す も の と な っ た 。 

一 方 で 、 専 門 高 校 で の 成績 優秀 者 が 県 外 へ 流出 する 原因 に つい て は 、 様 々 な 意見 が 寄せ られ た 。 

日 < 
① 成績 優秀 者 も 潜在 的 に は 地元 志向 が か な り 強 いこ と 。 地元 に 優秀 な 企業 の 立地 が 少な いこ と か ら 、 
・ やむなく 県 外 へ 流出 する こと 。 

② 地元 に 優良 企業 が 立地 し て いる 場合 に は 、 成 績 優秀 者 か ら 間 違い な く 応 募 し て いる こと 。 

③ 四国 4 県 ほど の 県 土 を 有する 岩手 の 高校 生 の 就職 問題 を 一 元 的 に 取り 扱う こと の 困難 性 (企業 立地 、 

通勤 距離 等 を 含ん だ 地域 間 格 差 の 存在 ) 

④ 普通 高校 座 就 職 者 と 専門 高校 卒 就職 者 と の 比較 が 大 事 (学力 ・ 実 践 力 ・ 離 職 問題 等 ) 

⑤ 学力 面 で 一 方 的 に 普通 科 よ り 専 門 科 が 低位 に ある と の 認識 に 疑問 (一 部 の 超 進 学校 を 除い て ) 

⑥ 震 災 復興 に 岩手 大 学 が どの よう に 立ち 向かい 、 貢 献 し て いる の か が 良く 理解 で きた 。 

と も あれ 、 演 題 「 地 域 の 現場 を 担う 高卒 人 材 に つい て 」 関 係 者 で 共通 認識 する こと の 重要 性 を 学 選 こと 
が で き 、 こ の よう な 機会 を 提供 し て くだ さっ た 「 い わ て 未来 づく り 機 構 復興 作業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地 
域 連 携 推進 課 )」 の 関係 の 皆様 に 深く 感謝 を 申し 上 げた い 。 

今後 と も 当会 に 対し まし て 、 関係 各位 の 益々 の ご 支援 と ご 協力 を 切 に お 願い し た い 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ②】 奥州 市 立 水沢 南 中 学校 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 26 年 7 月 3 日 ( 木 ) 1 2 时 4 0 分 て 13 時 50 分 
場所 : 国立 岩手 山 青 少年 交流 の 家 

対象 : 水沢 南 中 学校 第 2 学年 228 名 

講師 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 菊池 辰也 主任 主査 
演題 : 『 東 日 本 大 震 災 津波 か ら の 復興 に 向け て 』 


講演 要 計 >. 

・ 岩手 県 庁 の 仕事 に つい て 

・ 東 日 本 大 震 災 の 被害 の 概要 

・ 東 日 本 大 震 災 の 被害 に 対応 し た 「 復 興 計 画 」 に つい て 

・『「 復 興 計画 」 の 内 容 

・「 復 興 計画 」 が 目指 す 姿 

・「 復 興 計画 」 の 進め 方 

・ 誰 が 進め る の か 
県 、 県 民 、NPO, 研究 機関 、 ボ ラン ティ ア 、 地 域 団体 な ど が 連携 し て 進め る 、 
そし て 計画 を 進め る 主役 は 、 こ の 講演 を 聞い て いる 皆さん 

・ み な さん に 今や っ て いて も らい た いこ と 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 )・ 講 演 に よる 効果 > 

・ 私 は まだ 中 学生 で ボラ ンティア や 復興 の 支援 な ど あ まり や る こと が 少な い の で す が 、 中 学生 と し て 
で きる 限り の こと を や っ て いき た いし 、 生 活 で きる こと を あり が た く 思 いた いと 思い まし た 。 

・ 岩 炎 か ら 3 年 が た ち 、 内 陸 に 住ん で いる 私 た ち は 「 復 興 」 と いう 言葉 が あま り ピ ン と きま せん 。 し 
か し 、 今回 の 講演 で どん な 形 で 復興 が 進め られ て いる か 最終 的 に どう な っ て いき た い の か な ど を 詳し く 
学ぶ こと が で きま し た 。「 ふ る さと が ふる さと で あり 続け る 」 た め に 、 私 も 今 で きる こと を 精 一 杯 成 し 
遂げ よう と 思い ます 。 

・ 三 陸 が 完全 に 復活 する に は 、 ま だ まだ 時 間 が か か る と 思い ます 。 で も 自分 が で きる こと を し っ か り 
や っ て いけ ば いつ か 絶対 復活 する と 思う の で 、 そ れ ま で 頑張 っ て いき た いで す 。 




















く 写 真 > 

a 

得 照办 到 让 装 抽 

.人 : V 
・ 4 所 上 
2 2 3 (の 4 
0 ED pe 

と . a 


21 


【 事 例 ③】「 日 本 の 次 世代 リー ダー 養成 塾 岩手 県 事前 研修 会 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 26 年 7 月 11 日 ( 木 ) 14 時 30 分 て 15 時 30 分 
場所 : 岩手 県 公会 堂 
対象 : 岩手 県 推薦 枠 受講 者 (高校 1 て 2 年 生 ) 8 名 
(盛岡 市 立 高 校 ・ 平 舘 高 校 ・ 金 ヶ 崎 高校 ・ 大 船渡 高校 ・ 岩 泉 高校 ・ 
西 和 人 賀 高校 ・ 一 関 第 一 高校 ) 
県 職員 1 7 名 
講師 : 岩手 大 学 工学 部 機械 シス テム 工学 科 岩渕 明 教授 
演題 : 『 復 興 に お ける 岩手 の 今後 の 方 向 性 及び 岩手 の 若者 に 望む こと 』 


< 讲演 要 由 > 

・ 岩 災 の 被害 と 復興 状況 

・ 岩 手 県 の 高校 の 現状 

・ 高 校生 へ の 期待 

・ 地 域 活性 化 へ な むけ て 等 


く 参 加 高 校生 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・ 住 ん で いる 地域 に つい て 知ら な いこ と が た くさ ん あり 、 も っ と 自分 た ち は 知る べき こと が ある と 気 
付い た 。 

・ 講 演 で は 、 講 師 か ら 質問 され た り 、 講 師 に 質問 し た りす る 場面 が あり 、 質 問 を 考え な が ら 話 を 聞く 

と いう こと を 意識 する こと が で きた 。 

・ 講 師 の 方 に 突然 指名 され て 答え る 場面 が ある な ど 、 リ ー ダ ー 塾 で の 講義 を イメ ー ジ する こと が で きた 。 
・ 岩 災 、 そ し て 岩手 の 課題 に つい て 知る こと が で きた 。 

・ 講 演 で 岩手 の 現状 な ど を し っ か り 知 る こと が で き 、 リ ー ダ ー 塾 に 行っ て 他 県 の 参加 者 か ら 震 災 の 被害 の 
程度 を 聞か れ た 時 、 し っ か り 説 明 す る こと が で きた 。 

・ 岩 手 県 に つい て 深く 知る こと が で き 、 他 県 の 高校 生か ら 震 災 に つい て 聞か れ た 時 、 体 験 談 を 交え 客観 的 
な 視点 で 話す こと が で きた 。 

・ 講 演 で は 、 高 度 な 考え や 発想 を 聞く こと が で きた 。 自 分 の 教養 秀 用 を 大 きく 広げ る こと が で きた と 思う 。 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

・ 岩 渕 教授 か ら 東 日 本 大 震 災 の 被害 及び 復興 の 状況 ・ 課 題 を 説明 いた だ き 、 参 加 高 校生 に と っ て は 、 復 興 
に 向かっ て いる 岩手 県 の 現状 に つい て 改め て 深く 学ぶ 機会 と な っ た 。 (東日本 大 震 災 の 発 炎 か ら 3 年 以上 
が 経過 し 、 今 の 高校 生 に と っ て 震 災 の 風化 を 防ぐ きっ か け と な っ た 。) 

・ 講 師 で ある 岩渕 教授 か ら 高度 な お 話 を 聞い た 後 、 講 師 と 参加 高校 生 と の 間 で 質問 ・ 意 見 交換 を する こと 
を 通じ し 、 リ ー ダ ー 妻 の 良い 予行 演習 と な っ た 。 


< 写真 > 





【 事 例 ④】「 奥 州 市 立 水 沢 中 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 26 年 9 月 8 日 (月 ) 13 時 40 分 て 14 時 50 分 
場所 : 水沢 中 学校 第 1 体育 館 

対象 : 水沢 中 学校 第 3 学年 227 名 

講師 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 菊池 学 推進 協 働 担当 課長 


< 讲演 要 站 > 
1 岩手 県 庁 ・ 公 務 員 の 仕事 に つい て 
2 東日本 大 震 災 津波 に よる 被害 状況 
3 復興 へ の 取組 
① 復興 に 向け て まち づく り ② 復 興 計画 3 つの 原則 に 基づく 取組 
④ 復興 の 課題 ⑤ 新 た な 飛躍 に 向け て 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・「 復 興 」 と は 元 通 り に する の で は な く 、 元 より も より 良い も の に する と いう こと だ と 教え られ まし た 。 
今 、 沿 岸 の 人 た ち は 、 正 に 復興 に 向け て 、 日 々 、 努 力 し て いる の だ と いう こと が 、 稀 池 さ ん の お 話 を 聞い 
て 良く わか り ま し た 。( 3 A 女子 ) 

・ 復 興 に つい て 自分 が 知ら な か っ た こと ば か り で 、 い つの 間 に か 居 災 や 復興 の こと に 感心 を 持た な く 

な っ て いた の か も し れ ま せん 。 自分 が 知ら な か っ た だ け で 、 た くさ ん の 復興 活動 が 行わ ん て いた こと 、 
そし て 、 そ の た め に 他 県 な どか ら の た くさ ん の 協力 者 が 来 て いる の だ と 知り まし た 。 改め て 、 助 け 合 
うこ と が も の す ざ ご く 大 切な こと で 、 助 け 合 うこ と で た くさ ん の 困難 を 乗り 越え て いく こと が で きる の 
だ と 学ぶ こと が で きま し た 。 (3 A 男 子 ) 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

・「 私 た ち は あ の 日 、 あ の 時 を 訪れ な い 」 と 叫 し て 、 震 災 の 状況 を 改め て 知り 、 復 興 の 現状 を 知っ た 上 で 、 
自分 た ちの 生き 方 や 将来 の こと を 考え て いこ うと 震 災 復興 学習 に 取り 組ん で いま す 。 今回 、 国 や 市 町 村 と 
の 調整 を 取り 、 全体 的 な 復興 を 推し 進め る 立場 の 県 庁 か ら 講 師 の 方 を 招い て 講演 し て いた だ いて 、 改 め て 、 


_ 復興 へ の 取り 組み は 沿岸 地域 だ け の 間 題 で は な く 県 全体 、 み ん な の 復興 あん だ と いう こと を 考え させ る こ 


と が で きた と 感じ まし た 。「 あ の 日 を 忘れ な い 」 だ け で は な く 、『 自 分 に で きる こと は な ん だ ろう 」 と 意識 
する 生徒 も 増え まし た 。 こ の 講演 の 後 、 沿 岸 の 釜石 、 大 船渡 を 訪問 し 更に 学習 し て きま し た が 、 感 謝 の 気 
持ち を 込め た 合唱 を それ ぞ れ の 場所 で 歌え た の も 生徒 の 変化 の 一 つ だ と 感じ まし た 。 大 き な 変 化 は 求め ら 
れ ま せん が 、 教 育 現 場 で の 復興 教育 を 繰り 返し 、 機 会 を と ら え て 実施 し て いか な けれ ば な ら な いと 考え て 
お り ま す 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ⑤】「 岩 手 県 立 杜 陵 高等 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : ”平成 2 6 年 1 0 月 3 日 ( 金 ) @1 2 时 0 0 分 ~13 时 0 0 分 
回 17 时 4 5 分 て 18 時 35 分 
場所 : 柱 陵 高等 学校 ① 多 目的 ホー ル @ 視 聴覚 室 
対象 : 杜 陸 高等 学校 ① 第 1 て 4 学年 146 名 ⑨ 第 1 て 4 学年 1 4 名 、 数 職員 4 0 名 
講師 : 岩手 大 学 工学 部 機械 シス テム 工学 科 岩渕 明 教授 
演題 : 『 夢 を 持ち まし ょ う 一 料 災 復興 を 通し て 皆さん に 望む こと 一 』 


< く 講演 要旨 >  . 

1. 地域 の 課題 (人 口 の 減少 、 若 者 の 流出 、 震 災 か ら の 復興 ) に つい て 
2 ， 震 炎 被 害 上 复 典 状况 

3. 復興 を 通し て 地域 を 考え る 

4. 地域 活性 化 に 向け て 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・ 震 災 の こと を 風化 させ ず に 、 次 世代 に 伝え て いか な けれ ば いけ な いと 思っ た 。 復 届 に つい て 自分 た ち 
に 何 が で きる の か 、 何 を し て いか な けれ ば いけ な い の か を 考え て いき た いと 思っ た 。 自分 た ちの 住む 地 
城 の 魅力 を 作っ て いき 、 魅 力 的 な 岩手 を 作っ て いき た いと 思っ た 。 (2 年 男子 ) 

・ 地 元 が 好き な 自分 に と っ て 、 岩 渕 先生 の お 話 を 聞い て 、 岩 手 の た め に 何 が で きる か を 考え た ら 、 一 回 
県 外 に 出 て みて 外 か ら 見 た 地元 を 見 て みた いと 思 \ っ た 。 と て も 面白い お 話 で 楽し い 講演 会 で し た 。 

(3 部 4 年 男子 ) 

・ 私 が 考え て いた 復興 と 違う 視点 の 考え を 開け て 、 と て も 有意 義 な 時 間 を 過ごす こと が 出来 まし た 。 県 
内 に 残る 大 切 さ や これ か ら の 岩手 に つい て さら に 考え て いき た いと 思い まし た 。 復興 に も 関係 する 仕事 
に 就く 予定 な の で 、 軍 要 性 を 考え 、 全 力 で 取り 組ん で いき た い 。 (3 部 3 年 男子 ) 

・ 将 来 に つい て 目標 を 定め る 良い 機会 と な っ た 。 こ れ か ら は 、 大 人 だ け で な く 自 分 た ち が 未 来 を 担う ん 
だ と いう 意識 を 持ち 、 自 分 の 将来 を 考え て いき た い 。 (1 年 男子 ) 

・ 私 は 震 炎 が 起き た こと を 不幸 な こと だ と ば か り 考 えて いま し た が 、 チ ャ ンス だ と いう 考え 方 が ある こ 
と に 気がつか され まし た 。 そ し て 、 改 め て 岩手 の た め に これ か ら で き る こと を 深く 考え させ られ まし た 。 
また 、 ボ ラン ティ ア に 行く こと を 考え て いた と ころ だ っ た の で 、 も う 一 度 よ く 考 えて か ら 被 災 地 に 行き た い 
と 思い ます 。 (3 部 2 年 女子 ) 


< 講演 に よる 効果 > 

今後 の 復興 を 担う 高校 生 に 対し て 期待 を し て いる こと 、 夢 を 持ち 能力 を 磨き 、 そ れ を 生か し て 皆 で 地域 
活性 化 に 向け て 取り 組み 、 魅 力 的 な 地域 を 作っ て いこ うと の 岩渕 先生 の メッ セー ジ は 、 生 徒 達 の 心 に 伝 わ 
っ た と 感じ た 。 


< 写真 > 





【 事 例 ⑥】「 岩 手 県 立 久 慈 高等 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 46 年 12 月 17 日 (水 ) 14 時 10 分 て 15 時 50 分 
場所 : 久慈 高等 学校 視聴 覚 室 

対象 : 米 慈 高等 学校 第 1 学年 186 名 

講師 : 岩手 大 学 工学 部 社会 陣 境 工学 科 小 等 原 敏 記 准 教 授 
演題 : 『 東 日 本 大 震 災 を 踏ま えた 津波 防災 に 対す る 心構え 』 


< 講演 要旨 > 
・ 震 災 の 被害 、 復 旧 復 興 の 状況 と 、 震 炎 か ら の 今後 に つい て 
・ 津 波 な どの 災害 発生 の メカ ニズム 、 防 災 意 識 の 啓発 


< 感想 ・ 講 演 に よる 効果 > 

本 校 1 年 生 は 震 災 当時 、 小 学校 6 年 生 で 、 当 時 の こと を よく 覚え て いる 。 事 前 アン ケー ト で も 震 災 
に 関し て 深く 考え て いる こと が 分 か る 。 中 学校 で も 防災 に つい て の 数 育 は 受け て いる が 、 実 際 の 行動 
に 直結 する 内 容 が 多く 、 津 波 の 仕組 みや 避難 の 仕方 の 意味 合い な ど 、 な ぜ そ う で ある の か を 本 講演 会 
で 学ぶ こと が で きた よう で ある 。 

生徒 の 感想 と し て は 、 川 を 遡 上 する 様子 や 実際 に 家屋 が 流さ れる 光景 な ど を 目 に し て いる 生徒 も お り 、 
真剣 に 考え て いる 内 容 ば か り で し た 。 久慈 の 地域 が 三 つ の 川 に よっ て 津波 の 影響 を 免れ た こと 、 地 区 に 
よっ て は 防波堤 が よく 機能 し て いた こと な ど を 改め て 気付 いて いる よう で し た 。 

本 講演 を きっ か け に し て 、 地 元 地域 の 災害 対策 を 知ら な いこ と を 知り 、 調 べ て みた いと いう 感想 も あり 、 
次 に つなが る 講演 会 で あっ た と 感じ て お り ま す 。 特 に も ゃ 津波 の 専門 的 知識 を 学べ て よかっ た と いう 感想 が 
多く 、 今後 の 避難 行動 の 際 、 正 し い 行 動 ボ が で きる も の と 期待 で きる 受け 止め 方 を 生徒 が し て いる の が 何 よ 
り だ っ た と 思い ます 。 
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【 事 例 の 】「 花 巻 市 立 湯 本 中 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 1 月 22 日 ( 木 ) 1 3 时 3 0 分 ~1 5 时 2 0 分 

場所 : 湯本 中 学校 

対象 : 湯本 中 学校 第 1 学年 54 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
演題 : 『 東 日 本 大 震 災 津波 の 様子 と 被害 の 状況 に つい て 』 


< 講演 要旨 > 

(1) 災害 医療 に つい て ( 眞 瀬 智彦 特命 教授 ) 
・ 救 急 医療 と 災害 医療 の 違い 
・ ト リア ー ジ 、 が れき の 下 の 医 療 、 広 域 医療 搬送 、DMAT の 説明 、 トリアージ 演習 
・ 東 日 本 大 震 災 時 の 県 内 の 病院 の 状況 

(2) 災害 時 の 情報 伝達 に つい て (藤原 弘之 特命 助教 ) 
・ 災 害 時 に は トラ ン シ ー バ ー で 衛星 電話 を 使用 、 ト ラン シー バー を 使っ た 伝達 演習 
衛星 電話 に よる 伝達 演習 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 
・ 知 ら な か っ た 災害 医療 に つい て 知る こと が 出来 まし た 。 災害 現場 で 多く 活躍 し て いる の が 「DMAT (災害 


派遣 チー ム )」 で す 。 実 際 に 東日本 大 震 炎 の 時 に 全国 か ら 385 チー ム が 被災 地 に 派遣 され 、 医 療 活動 に 
あたり まし た 。 私 は 、 岩 災 時 に DMAT が 医療 活動 に ちあ た っ て いた の は 知っ て いま し た が 、385 の チー ム が 
来 て いた こと に ぴっ くり し まし た 。 も ゃ もう 一 つ 災害 医療 で 大 き な 役目 を 果たし て いる の が 「 ト リア ー ジ 」 
で す 。4 つの 色 で 重症 度 ・ 緊 急 度 に 分 け 、 治 療 の 順番 を 決め ます 。 実 際 に や っ て みて 症状 を 見 て 色 を 決 
め る の は も ちろ ん 、 書 く の も 大 変 で し た 。 こ れ を 一 人 の 愚者 に 30 秒 ぐ らい で や る の は すご いと 思い ま 
し た 。 眞 瀬 先 生 の お 話 の 中 に あっ た よう に 「 一 人 で も 多く の 人 を 助け た い 」 こ の 一 心 で 多く の 人 が 医療 
活動 に あたっ て いる の だ と 思い まし た 。 

・ 藤原 先生 か ら は 、 災 害 時 の 情報 伝達 に つい て お 話 を 伺い ま し た 。 並 段 いつ も 使っ て いる 電話 や 携帯 は 実 
際 の 災害 の 時 は ほとん ど 使 えま せん で し た 。 だ か ら 災 害 時 に 救助 活動 や 医療 活動 に ちあ た る 人 は 、 人 工 衛星 
を 利用 し た 衛星 電話 や トラ ン シ ー バ ー な ど を 使い ます 。 時 代 が 進み 、 災 害 時 で も も っ と 簡単 に 情報 が 伝え 
られ る よう に な っ た ら 救 える 命 が 少 し で も 増え る の で は な いか と 思い まし た 。 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

・ 災害 医療 に つい て の 知識 や 理解 が 深 未 ま っ た こと が 生徒 の 感想 か ら も うか が える 。 

・「 ト リア ー ジ 」 の 演習 や ゃ トランシーバ ー や 衛星 電話 を 使っ た 演習 が 出来 た こと で 、 講 演 内 容 が 理解 し や 
すく 、 今 後 の 生 活 に つい て 考え る 時 間 と な っ た 。 

・ 中 学生 で も 理解 で きる プレ ゼン や 、「 ト リア ー ジ 」「DMAT」 な ど 難 し い 言 葉 に つい て 易しく 解説 を し て い 
た だ き 、 災害 が 起こ っ た と き 一 つ で も 多く の 命 が 助 か る よう な こと を も っ と 知り た いと 感想 を 持つ 生徒 が 


いた 。 





【 事 例 ⑳】「 盛 岡市 立 玉山 中 学校 」 へ の 講師 派 中 


日 時 : 平成 27 年 1 月 26 日 (月) 18 時 3 0 分 て 14 時 20 分 
場所 : 玉山 中 学校 視聴 覚 室 

対象 : 玉山 中 学校 第 1 て 3 学年 (全校 ) 2 7 名 、 教 职员 8 名 
講師 : 岩手 県 立 大 学 総合 政策 学部 伊藤 英之 教授 


< 讲演 要 由 > 

前 半 は 、 防 災 対 応 カ ー ド ゲー ム 教 材 「 ク ロス ロー ド 」 を 利用 し 、 グ ルー プ 毎 (5 人 X 7 グループ) に カー ド 
に 書か れ た 事例 に つい て YES か NO か 自分 の 考え を 示し 、 メ ン バ ー 同 士 で 意見 交換 を 行っ た 。 

後半 は 、 伊 藤 先 生 に よる 講義 を 通し て 、 災 害 対応 に お いて は 必ず し も 「 正 解 」 が ある と は 限ら ちら な いこ と や 、 
万 が 一 の 場合 に は 、 誰 も が 自分 の 意見 を し っ か り と 持ち 対応 する こと 、 そ の た め に 災害 が 起こ る 前 か ら 考 えて 
お く こ と の 大 切 さ な ど を 学ぶ こと が で きた 。 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・ 和 突然 万 が 一 の 場合 が あっ た 時 、「 答 え が な い 」 と 言う こと が 分 か っ た 。 ど ちら を 選 記 に し て も 、 決 断 を し な く 
て は な ら な いと いう こと が 分 か っ た 。 それ ぞ れ 違う 意見 が あっ て 、 も し 目 分 が 災害 に 巻き 込ま れ て も 、 冷静 に 
判断 し て いき た いと 思っ た 。 (1 年 女子 ) 

・ 災 害 時 に は 生き 残っ た 者 が 勝ち と いう 事 が 、 な る ほど な と 思っ た 。 また 、 非 常時 の 行動 の 答え は な く て で て 、 ど 
れ も 正 解 だ と いう 事 が 分 か っ た 。 も し 、 非 常時 に は 、 僕 も 適切 な 判断 を し て 、 自 分 の 命 や 他 の 人 の 命 を 救え る 
よう な 判断 が で きる よう に な り た いと 思っ た 。 (2 年 男子 ) 

・ 今 日 の カー ド ゲ ー ム を や っ て いて 、 全 て の 質問 に 悩ん だ 。 どの 答え に も 問題 点 が ある こと も 分 か っ た 。 私 た 
ちの グル ー プ で は 、「 命 は ー つ し か な いか ら 」 と いう こと が 共通 点 だ っ た 。 伊藤 先生 が 最後 に お っ し ゃ っ て いた 
通り 、 情 報 を いち 早く 得 て 、 そ れ を 共有 する こと が 大 切な の だ と 思っ た 。 (3 年 女子 ) 

・ 伊 藤 先生 の お 話 の 中 で 、「 こ の 問題 に 正解 は な い 。 生 き 残 っ た 人 が 勝ち な ん だ 」 と 言う 言葉 が あっ た 。 僕 は こ 
れ を 聞い て 、 ま ず 考 える べき な の だ と 思っ た 。 ま た 、「 情 報 は 互い に 伝え る べき ] と いう 言葉 も あり 、 自 分 が 生 
きる た め に 行動 し な が ら 、 皆 と 協力 し て 助け 合っ て いく こと が 大 切な の だ と 学ん だ 。 僕 の 「 そ の 時 」 の た め に 
備え て いき た い 。 (3 年 男子 ) 


人 


講演 に よる 効果 > 

今回 の 学習 を 通し て 、 生 徒 ・ 教 職員 共に 災害 対応 を 真剣 に 自分 自身 の 問題 と 捉え 、 様 々 な 考え 価値 観 を 共 
有する こと が で きた 。 ま た 、 過 去 の 事例 が 必ず し ゃ 正解 と は いえ な い 場 合 も ちる こと や 、 実 際 の 災害 時 に は 想 
定 外 の た くさ ん の 問題 に 直面 する こと を 実感 し 、 具 体 的 に 災害 の イメ ー ジ 化 を 図る こと も で きた 。 日 頃 か ら 想 
像 力 を 高め 、 意 思 決 定 す る こと の 大 切 さ を 学ん だ こと は 、 生 徒 に と っ て 確か な 「 生 きる 力 」 と な り 、 今後 の 人 
生 が より 豊か な も の に な る も の と 思っ て いる 。 最 後に 伊藤 先生 、 補 助 に 入っ て 下さ っ た 学生 4 名 に 深く 感謝 し 
た い 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


< 写真 > 





【 事 例 ⑨】「 岩 手 県 立 黒沢 尻 工業 高等 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 2 月 4 日 (水 ) 13 時 3 5 分 ~15 时 2 5 分 
場所 : 黒沢 尻 工 業 高等 学校 

対象 : 黒沢 尻 工 業 高等 学校 第 1 学年 228 名 、 教 員 1 2 名 
講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 特命 教授 眞 瀬 智彦 
演題 : 『 災 害 時 の 医療 活動 に つい て 』 


< 讲演 要 由 > 

・ 災 害 医 療 の 概要 

・ ト リア ー ジ 、 瓦 欄 の 下 の 医 療 活動 、 広 城 搬 送 、DMA T の 活動 等 
・ ワ ー ク ショ ッ プ 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・ ト リア テー ジ に よる 治療 の 優先 順位 に つい て 演習 を と お し て 興味 を 持っ て 楽し く 学 ぶ こ と が で きた 。 
・ ク ラッ シュ 症候 群 の 防止 に 阪神 淡路 大 震 災 の 教訓 が 見 事 に 活か され た こと に 感動 し た 。 

・ 治 岸部 の 各 病 院 が 第 災 し な が ら も 医療 活動 が し っ か り と 続け られ て いた こと に 驚か され た 。 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

巨大 地震 、 大 津波 、 そ れ ら が 誘発 し た 原発 事故 な かど 、 ど れ も が 我々 教師 の 想像 を 超え る 大 災害 で し た 。 学 
校 と し て も 危機 管理 マニ ュ ア ル に 基づい た 行動 が 取れ る こと や 、 場面 に 応じ て 適切 か つ 臨 機 応 変 な 行動 が 
取れ る こと な ど 、 危 険 回 避 の 強化 に 努め る 必要 が ある こと を 強く 感じ まし た 。 今後 、 生 徒 の 健康 と 安全 を 
保障 する た め に 想定 外 を つく ら な いよ うな 防災 教育 を 実践 し て いき た いと 考え ます 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ⑩】「 岩 手 県 立 盛岡 第 三 高等 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 2 月 26 日 ( 木 ) 1 5 时 0 5 分 ~~1 6 时 0 5 分 
場所 : 盛岡 第 三 高 等 学校 
対象 : 盛岡 第 三 高 等 学校 第 1 学年 283 名 


【 講 演 内 容 ひ て ③ 希望 選択 制 】 

講師 ①: 岩手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 教授 植田 眞 弘 

演題 ① : 「 治 岸 被災 地 の 地域 経 済 を 復興 か ら 持 続 的 発展 の 軌道 に の せる た め の 課 題 」 

< 讲演 要 骨 > 

治 岸 の 地域 経済 の 震 炎 前 と 震 炎 後 の 変化 、 拡 大 する 内 陸 と の 経済 格差 の 現状 、 地 場 産 業 の 現状 、 
地域 産業 が 競争 を つけ る た め の 課題 と 可能 性 





















讲师 @ : 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 准 教 授 細 越 久美 子 

演題 ② : 「 外 国人 の 防災 」 

< 讲演 要 则 > . 

震 災 時 体験 、 在 日 外国 人 の 地位 や 岩手 県 在住 の 外国 人 の 状況 、 震 災 時 の 外国 人 へ の 支援 の 状況 、 普 段 か ら 
外国 人 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る こと の 重要 性 、 わ か りや すい 日 本 語 で の 情報 提供 の 必要 人 性 






講師 ③: 岩手 医科 大 学 ここ ろ の ケア セン ター 副 セ ンタ ー 長 ”大 深耕 太郎 

演題 ③: 「 こ ころ の 健康 に つい て て ここ ろ に 寄り 添う た め に …」 

< 讲演 要 由 > 

流れ 星 エ クサ サイ ズ (演習 ) 、 人 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン の 取り 方 、 良 い コ ミュ ニケ ーション を 取る た め 
の [ON」 「OFF」 の 関係 と その 関係 作り の た め の ス キル 、 相 手 の 感情 を 捉え る こと の 大 切 さ 


こ 生徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 

・ 大 震 災 の 被害 か ら 復 興 に は 大 変革 が 必要 だ と 思っ た 。 僕 も し っ か り 考 えて 将来 は 変革 を 担える 人 材 に な 
り た い 。 ま た 、 絵 に 描い た 餅 で は な く 具 体 的 に 論理 的 に 数 字 を 使っ て 考え る 未来 を 創る 経済 学 が 楽し いと 
思っ た 。 

・ 今回 の 講座 に 参加 し て 日 本 で 外国 人 の 生活 を 支援 する と いう こと は 興味 深い と 思い ま し た 。 今回 の 講座 
は 、 自 分 の 将来 を 考え る よい きっ か け と な り ま し た 。 ま た 、 外 国語 の 勉強 を し っ か り 積 み 上 げた いと 思い 
まし た 。 


< 講演 に よる 効果 > 

事後 の アン ケー ト の 結果 、「 自 分 の 成長 や 向上 の た め に 有意 義 な 取り 組み だ っ た 」 の 項目 に 「 そ う で ある 
「 ど ちら か と いう と そう で ある 」 と いう 前 向き な 評価 が 9 割 以 上 を は じ め と し て 、 そ の 他 の 項目 に 対し て 
も 7 割 以上 の 前 向き な 評価 が な され た 。 こ の よう な 取り 組み は 一 般 教 科 の 学習 へ の 意欲 や 進路 意識 を 喚起 
する 意味 で も 大 き な 効 果 が ある こと を 発見 で きた 。 2 9 


【 事 例 ⑪】「 一 関 市 立 厳美 小学 校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 27 年 3 月 4 日 (水 ) 10 時 4 5 分 11 時 80 分 

場所 : 厳美 小学 校 

対象 : 厳美 小学 校 第 4 て 6 学年 9 3 名 、 教 只 ”6 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 
講演 : 『 炎 害 医 療 に つい て 』 

演習 : 『 情 報 機器 の 活用 』 


< 讲演 次 第 > 

1 開会 の こと ば 

2 校長 挨拶 及び 講師 紹介 
3 講演 「 災 害 医 療 に つい て 」 
4 演習 「 情 報 機器 の 活用 」 
5 閉会 の こと ば 


く 生 徒 か ら の 感想 (抜粋 ) > 
・ 災害 が あっ た ら 、 ま ず 自 分 の 命 を 守り 、 そ し て 他 の 人 を 助け る こと が 大 切 だ と 感じ まし た 。 自 助 、 共 助 、 公 
助 を 覚え を て いた いで す 。 (4 年生) 、 

・ 岩 炎 の と き 、 電 話 が な いと ひど いな と 思い ま し た 。 今日 は 電話 が 使え な いと き は トト ランシー バー で 衛星 電話 
で 連絡 で きる こと を 学び ま し た 。 連絡 を 取り た いと き に どう し た ら よ いか 分 か り ま し た 。 (5 年 生 ) 

・ う ち に 帰っ て これ か ら 起こ る か も し れ な い 災 害 に つい て 話し 合い 、 家 族 の 中 で どう し た ら よ いか を 相談 し て 
お きた いで す 。 (5 年 生 ) 

・ 今 日 の 学習 で 、 炎 害 が あっ た と き 、 た くさ ん の 患者 さん が き て 、 呼 吸 や 脈 を みて 検査 する の は 大 変 だ と 思い 
まし た 。 け が の 状況 で 色 が 分 けら れ て いる こと を 知り まし た 。 ど ん な 人 を 優先 し な けれ ば な ら な いか と いう こ 
と も 分 か り ま し た 。 (6 年 生 ) | 


< 講演 を 終え て > 
今日 数 えて いた だ いた こと を 家族 と 話題 に し な が ら 、 頂 いた 備蓄 食 を 食べ る こと を 宿題 に し まし た 。 


< 写真 > 
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【 事 例 ⑫】「 一 関 市 立 浦 津 小 学校 」 へ の 講師 派遣 


日 時 : 平成 427 年 3 月 16 日 (月 ) 1 0 时 3 5 分 ~~1 2 时 0 0 分 

場所 : 浦 津 小学 校 

対象 : 浦 津 小学 校 第 5 て 6 学年 51 名 

講師 : 岩手 医科 大 学 災害 医学 講座 眞 瀬 智彦 特命 教授 、 藤 原 弘之 特命 助教 他 3 名 
講義 ① : 『 災 害 時 の 医療 』 (トリ アー ジ に つい て ) 
講義 ② : 『 災 害 時 の 通信 』 

実習 ① : 『 災 害 時 の 通信 』 (トラ ン シ ー バ ー、 衛 星 電 話 の 操作 ) 


ぐ 講 演 に よる 効果 > 

児童 は 興味 を も っ て 参加 し た 。 時 に 自助 ・ 協 助 ・ 公 助 に つい て 知り 、 災 害 時 に 自分 に で きる こと は 何かと 
いう 視点 で 学習 を 深め て いた 。 ま た 、 和 災害 時 医療 の 取り 組み を 知り 、 頼 も し く 感 じ も と と も に 、 そ の 仕事 
に 憧れ を も つ 子 も 出 て きた 。 
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(様式 2 ) 


「 い わ て の 師 克 」 派 遣 事業 授業 ・ 講 演 実 施 報告 
提出 先 : いわ て 未来 づく り 機 構 復興 作業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地域 連携 推進 課 ) 
FAX 019-621-6493 e-mail renkei@iwate-u.ac.jp 


平成 2 7 年 6 月 27 日 
学校 名 花巻 市 立 大 迫 中 学校 








2 講演 等 実施 日 時 ・ | BN 
平成 27 年 6 月 ュ 17H CK 1 4 時 00 分 ~ 1 4 时 5 0 分 
- 授業 ・ 請 演 等 者 所 属 ・ 本 


岩手 医科 大 学 ・ 災 害 時 地域 医療 支援 教育 セン ター 
黄河 智彦 氏 、 藤 原 弘之 氏 (他 3 名 ) 

| - 授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 
全校 生徒 118 名 、 本 校 职员 
講演 会 「 災 害 医療 に つい て ・ 災害 時 の 情報 伝達 に つい て 」 
































〇 演題 復興 教育 
〇 講演 要旨 

災害 医療 と は 何 か 、 災 害 時 の 情報 伝達 に は どの よう な 手段 が ある か を 、 具 体 的 な 演技 や 実際 に 
使用 する 道具 を 使っ て 説明 を され た 。 災害 医 療 に つい て は 、 ト リア ー ジ 、 が れき の 下 の 医 療 、 広 
域 医 療 、DMAT の 説明 を され た 。 災害 時 の 情報 伝達 に つい て は 、 ト ラン シー バー、 拡 声 器 、 衛 
星 電 話 な どの 説明 を し た 。 ま た 、 岩 手 県 沿岸 南部 の 災害 状況 や 、 自 助 ・ 共 助 ・ 公 助 の 大 功 さ 、 携 
帯 ト イレ な ど 災 害 時 に 役に立つ 道具 に つい て の 説明 も され た 。 特 に 、 ト リア ー ジ の 説明 を 
3 人 の 患者 と 1 人 の 救助 者 の 劇 で わか りや すく 説明 され た 。 





〇 生徒 の 感想 
「 表 急 医療 と 災害 医療 の 違い 、 ど ん な 状況 が 災害 と いえ る の か 、 災 害 の と き の 連 絡 方 法 、 災 害 が 
起き た ら な ど 知 ら な いこ と が た くさ ん あり まし た 。 講演 だ け で は な く 実 演 も し て くだ さっ た の 
で 、 さ ら に わか りや すか っ た で す 。] 

「 ト リア ー ジ で 傷病 者 の 治療 の 順位 を 決め る こと や 、 広域 医療 搬送 で 他 県 な ど に 搬送 する こと な 
ど 、 医 療 に 携わる 人 は 本 当 に 大 変 だ と 思い まし た 。 も し も 災害 が 起き た と き 、 自 分 を 守り 、 周 り 
の 人 と 助け 合っ た りす る こと や 、 普 段 か ら ど こ に 避難 する か 、 食 料 は どこ か な ど 考 えて いき た い 
と 思い まし た 。」 

〇 講演 等 に よる 効果 

生徒 は 実演 や 演習 も ちあ っ た こと も あり 、 い つも に も 増し て 真剣 に 集中 し て 講演 に 参加 する こと 
が で き て いま し た 。 災害 医療 や 防災 に つい て 学ぶ 貴重 な 場 に な っ た だ け で は な く 、 日 記 に 感想 を 
| 書く な ど 、 学 習 し た こと を 自分 の こと と し て 感じ る ゃ こと が で き 、 大 変 有意 義 な 講演 会 で し た 。 
注意 タ 本 報告 は 授業 ・ 講 演 等 実施 後 10 日 以内 に ご 提出 くだ さい 。 本 報告 は 提供 ・ 派 遣 元 機 
関 等 に 報告 し ます 。 提 供 ・ 派 遣 し た 機関 等 で は 本 報告 内 容 (写真 含む ) を 公表 する 
場合 も ご ざい ます の で 、 ご 了承 の うえ で ご 報告 願い ます 。 
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「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 参加 機関 一 覧 (H27.4.1 現 在 ) 
公立 大 学 法人 
站 
= aa H27.4 
. H27.4 
一 般 社团 法 人 H27.4 
岩手 県 銀行 協会 新規 参加 機関 


立 研究 開発 
10 | 農業 食品 産業 ls 
東北 農業 万 


























人 
Mo 新規 参加 機関 


株 式 会 社 日 本 政策 金融 公庫 H27.4 

盛岡 支店 新規 参加 機関 
会 福祉 法人 

er の H27.4 
1 活動 セン ター 新規 参加 機関 

13 公益 財団 法人 H27.4 
岩手 生物 工学 研究 セン ター 新規 参加 機関 

14 一 般 社团 法 人 H27.4 
岩手 県 宅地 建物 取引 業 協会 新規 参加 機関 

地方 独立 行政 法人 H27.4 
岩手 県 工業 技術 セン ター 新規 参加 機関 

一 般 社团 法 人 ‘H27.4 
岩手 県 歯科 医師 会 | 新規 参加 機関 

公益 財団 法人 H27.4 
岩手 県 南 技術 研究 セン ター 新規 参加 機関 

公益 財団 法人 H27.4 
いわ て 産業 振興 セン ター 新規 参加 機関 


公益 財団 法人 
釜石 ・ 大 構 地 域 産業 育成 セン ター 


一 般 社団 法人 H27.4 
岩手 県 医師 会 新規 参加 機関 
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